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平成30年度市政懇談会を開催します平成30年度市政懇談会を開催します
　地域課題の解決に向け、雲南市が取り組んでいる施策やその成果について、市民の皆さんに直接市長が説明し、
意見を伺う市政懇談会を市内６会場で開催します。
　当日は、「人口の社会増」を目標に取り組んできた地方創生の取り組み成果や今年度力を注ぐ施策などについ
て説明するとともに、会場ごとにテーマを設けて意見交換を行います。
　課題解決のため、たくさんの皆さんと意見交換ができるよう、多くの皆さんの参加をお願いします。

 

共
通
テ
ー
マ

 

人
口
の
社
会
動
態

　
島
根
県
人
口
移
動
調
査
の
推
計
で
は
、
平
成

29
年
の
雲
南
市
の
社
会
動
態
は
３
３
８
人
の
社

会
減
で
あ
り
、
平
成
28
年
よ
り
も
１
７
４
人
社

会
減
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。世
代
別
で
は
20
代
、

理
由
別
で
は
就
職
に
よ
る
も
の
が
最
も
多
く
、

県
内
で
は
松
江
市
・
出
雲
市
へ
の
社
会
減
が
引

き
続
き
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
県
外
に
対
し
て
平
成
28
年
は
２
人
の

社
会
増
で
し
た
が
、
平
成
29
年
は
１
０
５
人
の
社

会
減
と
な
っ
て
お
り
、
都
市
圏
企
業
の
活
発
な
採

用
活
動
な
ど
が
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
雲
南

市
の
掲
げ
る
社
会
動
態
の
目
標
値
に
は
届
い
て
い

な
い
も
の

の
、
地
方

創
生
の
取

り
組
み
に

よ
り
、
下

記
の
成
果

指
標
の
達

成
状
況
の

と
お
り
、

一
定
の
成

果
も
出
て

い
ま
す
。

　「
定
住
基
盤
の
整
備
」
で
は
、
特
に
「
子
育

て
」、「
仕
事
」、「
住
ま
い
」、「
移
住
定
住
」
を

重
点
分
野
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行

い
、「
人
材
の
育
成
・
確
保
」
で
は
、
教
育
や

若
者
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
地
域
自
主
組
織
へ
の
支
援

な
ど
に
よ
り
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
む

け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

平
成
29
年
度
の
主
な
取
り
組
み
成
果

 

平
成
30
年
度
の
主
な
新
規
・
拡
充
事
業

〇「
定
住
基
盤
の
整
備
」
の
主
な
事
業

 

①
子
育
て
分
野 

保
育
所
保
育
士
確
保
対
策
事
業
【
新
規
】

　
年
間
を
通
じ
て
の
待
機
児
童
ゼ
ロ
の
実
現
に

向
け
、
年
度
途
中
で
の
新
た
な
児
童
受
け
入
れ

を
確
保
す
る
た
め
に
年
度
当
初
か
ら
保
育
士
の

配
置
を
行
う
保
育
所
（
園
）
に
対
し
て
、
新
た

に
助
成
を
行
い
ま
す
。

小
規
模
幼
稚
園
の
預
か
り
保
育
【
新
規
】

　
小
規
模
な
幼
稚
園
で
あ
る
佐
世
、
寺
領
、
西

日
登
お
よ
び
鍋
山
の
４
幼
稚
園
で
、
新
た
に
預

か
り
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま
し
た
。

病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
【
新
規
】

　
雲
南
市
立
病
院
付
近
に
新
た
に
整
備
し
た
施

設
で
家
庭
で
の
保
育
が
困
難
な
病
児
・
病
後
児

の
保
育
を
始
め
ま
し
た
。

 

②
仕
事
分
野 

人
材
確
保
支
援
事
業
【
新
規
】

　
人
材
不
足
業
種
の
事
業
者
が
、
新
た
に
市
外

か
ら
の
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
を
正
社
員
と
し
て
雇
用

す
る
た
め
支
給
す
る
入
社
支
度
金
に
対
し
て
、

新
た
に
助
成
を
行
い
ま
す
。

企
業
立
地
促
進
対
策
助
成
制
度
【
拡
充
】

　
企
業
誘
致
や
地
場
産
業
の
設
備
・
雇
用
等
を

促
進
す
る
た
め
の
助
成
を
県
下
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

に
拡
充
し
ま
す
。

（単位：人）
平成27年 平成28年 平成29年

目標値 △152 △97 △43
実績値 △92 △164 △338

県　外
転 入 391 425 320
転 出 430 423 425
増 減 △39 2 △105

松江市
・
出雲市

転 入 405 359 282
転 出 495 522 513
増 減 △90 △163 △231

雲南市人口の社会動態

 

地
方
創
生
の
取
り
組
み

　
雲
南
市
で
は
人
口
の
社
会
増
を
め
ざ
し
、
子

育
て
環
境
の
整
備
、
雇
用
や
住
宅
施
策
な
ど
の

「
定
住
基
盤
の
整
備
」
と
、
地
域
の
課
題
解
決

に
取
り
組
む
「
人
材
の
育
成
・
確
保
」
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

成果指標の達成状況（平成29年度）
成　果　指　標 H29達成状況

（上：目標・下：実績）

地域や社会を良くするために何をすべきか考えたことがある中学３年生の割合 39.5％
73.3％

起業創業件数（事業拡大含む）［累計］ 30件
38件

起業創業・事業承継に伴う雇用創出人数［累計］ 36人
60人

課題解決ビジネスの創出数・従事者数
（事業主含む）［累計］

6件・15人
11件・35人

地域課題解決を志すUIターン者または市外在住者の人数 35人
37人

子育てしやすい環境だと（行政サービスの視点から）感じる保護者の割合 64.0％
79.2％

地
方
創
生
の
取
り
組
み
と
５
つ
の

政
策
ご
と
の
主
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
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③
住
ま
い
分
野 

三
世
代
同
居
促
進
支
援
事
業
【
新
規
】

　
人
口
減
少
や
高
齢
化
率
が
高
い
都
市
計
画
区
域
外
に
お
い

て
、
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
確
保
を
図
る
た
め
、
三
世
代
同

居
を
行
う
住
宅
改
修
に
対
し
て
、新
た
に
助
成
を
行
い
ま
す
。

雲
南
市
土
地
開
発
公
社
分
譲
地
購
入
奨
励
事
業
【
新
規
】

　
雲
南
市
土
地
開
発
公
社
の
分
譲
地
を
購
入
し
た
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン

者
を
斡
旋
し
た
市
内
の
不
動
産
事
業
者
に
対
し
て
、
新
た
に
報

奨
金
を
交
付
し
ま
す
。

 

④
移
住
定
住
分
野 

空
き
家
改
修
事
業
補
助
金
【
継
続
】

　
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
住
居
と
す
る
空
き
家
の
改
修
に
対
し

て
、
改
修
費
用
の
２
分
の
１
、
上
限
50
万
円
を
助
成
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
子
育
て
世
帯
（
世
代
）
は
１
０
０
万
円
ま
で
助
成

し
ま
す
。

空
き
家
片
づ
け
事
業
補
助
金
【
継
続
】

　
空
き
家
の
所
有
者
等
が
居
住
に
必
要
な
部
分
の
片
付
け
を

行
う
際
に
、
そ
の
費
用
の
２
分
の
１
、
上
限
５
万
円
を
助
成

し
ま
す
。

定
住
支
援
員
配
置
事
業
【
継
続
】

　
移
住
定
住
の
た
め
の
情
報
発
信
や
相
談
窓
口
と
し
て
新
た
に

都
市
圏
の
人
材
を
定
住
支
援
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
配
置
す
る
と
と

も
に
、
地
域
自
主
組
織
と
連
携
し
た
定
住
促
進
を
図
り
ま
す
。

〇「
人
材
の
育
成
・
確
保
」
の
主
な
事
業

ス
ペ
シ
ャ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
補
助
金

（
ジ
ュ
ニ
ア
・
ユ
ー
ス
・
ホ
ー
プ
）【
新
規
】

　
次
世
代
の
ま
ち
づ
く
り
の
リ
ー

ダ
ー
人
材
の
育
成
・
確
保
を
図
る
た

め
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
に
あ
ふ
れ
る

中
高
生
（
ジ
ュ
ニ
ア
）・
大
学
生
（
ユ
ー

ス
）
の
学
び
と
成
長
に
つ
な
が
る
国

内
・
海
外
の
研
修
・
留
学
等
や
、
課

題
解
決
に
資
す
る
若
者
（
ホ
ー
プ
）

の
起
業
・
創
業
に
対
し
、
新
た
に
助
成
を
行
い
ま
す
。

起
業
型
地
域
お
こ
し
協
力
隊
配
置
事
業
【
新
規
】

　
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
人
材
の
確
保
と
地
域
産
業
の
伸
展
を
図
る
た

め
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
課
題
解
決
に
資
す
る
起
業
を
志

向
す
る
都
市
圏
の
若
者
を
誘
致
し
ま
す
。

教
育
魅
力
化
推
進
事
業
【
拡
充
】

　
雲
南
市
教
育
魅
力
化
推
進
会
議
の
提
言
を
踏
ま
え
、
多
様

な
学
び
合
い
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
連
鎖
に
つ
な
が
る
人
材
育
成
・

交
流
拠
点
と
し
て
、
市
内
３
高
校
の
寮
機
能
も
有
し
た
「（
仮

称
）
チ
ャ
レ
ン
ジ
ハ
ウ
ス
」
整
備
の
検
討
に
着
手
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
県
立
高
校
へ
の
教
育
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
配
置
、
通
学
環
境
支
援
の
一
環
と
し
て
、
寮
・
下
宿

費
用
に
対
す
る
助
成
を
行
う
な
ど
魅
力
あ
る
教
育
環
境
の
創

出
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

小
学
校
英
語
教
育
推
進
事
業
【
拡
充
】

　
小
学
校
の
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
対
応
す
る
た
め
、
英

語
教
育
専
任
の
担
当
職
員
を
配
置
す
る
な
ど
、
小
学
校
３
年

生
か
ら
の
英
語
教
育
の
一
層
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

キ
ミ
の
Ｗウ

ィ

ル

ｉ
ｌ
ｌ
応
援
事
業
【
新
規
】

　
中
高
生
の
！
幸
雲
南
塾
事
業
で
育
ま
れ
た
「
し
た
い
（
Ｗ

ｉ
ｌ
ｌ
）」
の
実
現
や
グ
ロ
ー
カ
ル
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
向

け
、
プ
ラ
チ
ナ
未
来
人
財
育
成
塾
や
マ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ア

ワ
ー
ド
の
研
修
等
に
中
高
生
を
派
遣
し
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
キ
ャ
ン
パ
ス

推
進
事
業
【
拡
充
】

　
意
欲
あ
る
大
学
生
に
学
び

と
成
長
が
得
ら
れ
る
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
提
供
す
る
と

と
も
に
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
に
つ

な
が
る
市
内
企
業
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
本

格
的
に
実
施
し
ま
す
。

　
市
政
懇
談
会
で
説
明
す
る
内
容
に
つ
い
て
は
、
雲
南

夢
ネ
ッ
ト
の
番
組
で
、７
月
16
日
（
月
）、20
日
（
金
）、

８
月
１
日
（
水
）
に
放
送
し
、
事
前
に
皆
さ
ん
に
内
容

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
子
育
て
世
代
の
皆
さ
ん
に
も
安
心
し
て
参
加
し

て
も
ら
え
る
よ
う
各
会
場
に
臨
時
の
託
児
所
を
開
設
、
手

話
通
訳
も
準
備
し
ま
す
。

　
な
お
、
お
手
数
を
お
掛
け
し
ま
す
が
託
児
所
を
利
用

さ
れ
る
場
合
は
、
開
催
日
の
３
日
前
ま
で
に
開
催
町
の

総
合
セ
ン
タ
ー
自
治
振
興
課
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

開 催 町 会　　　場 開　催　日　時

大 東 町 大東地域交流センター 7月24日（火）19時～21時

掛 合 町 掛合交流センター 7月26日（木）19時～21時

吉 田 町 吉田健康福祉センター 7月30日（月）19時～21時

加 茂 町 加茂文化ホール ラメール 8月 2日（木）19時～21時

木 次 町 木次経済文化会館チェリヴァホール 8月 7日（火）19時～21時

三刀屋町 三刀屋交流センター 8月 9日（木）19時～21時

※どこの会場へ参加されても構いません。

市政懇談会の日程
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５
つ
の
政
策
ご
と
の
主
な
取
り
組
み

〇
み
ん
な
で
築
く
ま
ち≪

協
働
・
行
政
経
営≫

地
域
と
行
政
の
今
後
の
あ
り
方

　
地
域
自
主
組
織
が
結
成
さ
れ
て
10
年
以
上
が
経
過
す
る
中

で
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
等
も
生
じ
て
き
て
お
り
、
こ
の
解
決
に
向

け
検
討
を
行
う
た
め
、
地
域
と
行
政
で
と
も
に
今
後
の
あ
り

方
を
考
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
約
30
人
で
結
成
し
、
６

月
12
日
に
第
１
回
の
会
合
を
開
催
し
ま
し
た
。
10
月
ま
で
の
と

り
ま
と
め
に
向
け
、
検
討
状
況
を
逐
次
お
知
ら
せ
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
立
場
で
活
躍
い
た
だ
く
方
々
の
意
見
も
反
映
し
て
い
き
ま

す
。

〇
安
全
・
安
心
で
快
適
な
ま
ち≪

定
住
環
境≫

防
災
無
線
シ
ス
テ
ム
の
導
入

　
現
在
、
災
害
時
に
お
け
る
情
報
伝
達
手
段
と
し
て
、
音
声

告
知
放
送
、
文
字
放
送
、
安
全
安
心
メ
ー
ル
、
緊
急
速
報
（
エ

リ
ア
）
メ
ー
ル
、
電
話
連
絡
、
広
報
車
の
活
用
や
報
道
機
関

へ
依
頼
に
よ
る
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
災
害
時
に
お
け
る
停
電
や
断
線
も
想
定
し
て
無

線
に
よ
る
情
報
伝
達
手
段
を
確
保
し
、
情
報
伝
達
手
段
の
多

様
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
「
２
８
０
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
デ
ジ
タ
ル

同
報
無
線
シ
ス
テ
ム
」
を
２
０
２
０
年
度
に
整
備
す
る
予
定

で
す
。
今
後
、
実
施
設
計
を
行
い
、
シ
ス
テ
ム
の
整
備
お
よ

び
運
用
方
法
を
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

 
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
上
で
の
主
な
検
討
課
題

⑴ 
教
育
魅
力
化
の
推
進

①
教
育
魅
力
化
の
一
層
の
推
進

②
市
外
、
県
外
か
ら
の
生
徒
受
入
れ
機
能
も
備
え
た
（
仮

称
）
チ
ャ
レ
ン
ジ
ハ
ウ
ス
整
備
の
検
討

⑵ 

子
育
て
支
援
の
強
化

①
多
様
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
向
け
た
検
討
（
保
育

時
間
の
延
長
・
一
時
保
育
な
ど
）

②
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
未
整
備
校
区
の
解
消

⑶ 

住
ま
い
施
策
の
強
化

①
住
宅
お
よ
び
団
地
造
成
の
整
備
計
画
・
推
進
方
策
の
具

体
化

②
子
育
て
世
帯
向
け
の
支
援
制
度
の
検
討

③
多
世
代
同
居
の
推
進
を
図
る
た
め
の
施
策
検
討
（
既
存

事
業
の
活
用
促
進
を
含
む
）

⑷ 

就
労
環
境
の
充
実

①
神
原
企
業
団
地
拡
張
に
向
け
た
検
討

②
雇
用
確
保
に
向
け
た
検
討

⑸ 

地
域
と
行
政
の
協
働
の
推
進

①
地
域
と
行
政
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討

⑹ 

民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
・
外
部
人
材
の
導
入

①
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
の
登
用

②
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
の
積
極
的
活
用

⑺ 

事
業
等
の
効
果
的
な
外
部
委
託
の
検
討

　
こ
れ
ら
の
検
討
課
題
を
含
め
、
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
提
案

を
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▲地域と行政のあり方合同検討プロジェクトチーム会議
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〇
支
え
あ
い
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

≪

保
健
・
医
療
・
福
祉≫

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
誰
も
が
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
安
心
し

て
続
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
医
療
・
介
護
分
野
の
関

係
機
関
や
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
推
進

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
う
し
た
中
、
社
会
福
祉
協
議
会
等

と
一
層
の
連
携
を
図
り
、
地
域
自
主
組
織
の
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
日
常
生
活
に
お
け
る
多
様
な
支
援
体
制
の
充
実
・
強

化
や
高
齢
者
の
社
会
参
加
の
促
進
を
一
体
的
に
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

配
置
し
ま
し
た
。

〇
ふ
る
さ
と
を
学
び
育
つ
ま
ち≪

教
育
・
文
化≫

健
康
づ
く
り
拠
点
整
備
事
業

　
市
の
健
康
づ
く
り
拠
点
施
設
と
し
て
加
茂
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
の
改
修
工
事
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
度
７
月
８
日

に
竣
工
式
を
行
い
、
翌
日
９
日
か
ら
一
般
利
用
を
開
始
し
ま
す
。

　
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
、
障
が
い
の
あ
る
方
誰
も
が
体
力
や
志

向
に
応
じ
、
体
力
づ
く
り
・
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
め
る
拠
点

施
設
と
し
て
安
心
し
て
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
身
体
教
育
医

学
研
究
所
う
ん
な
ん
と
の
連
携
に
よ
る
健
康
増
進
や
介
護
予
防

に
資
す
る
効
果
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
加
え
、
幼
少
期
か
ら
運
動

習
慣
の
定
着
化
を
め
ざ
す
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

〇
挑
戦
し
活
力
を
産
み
だ
す
ま
ち≪

産
業≫

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業

　
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ

ル
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
株
式
会
社

共
立
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
が
三
刀
屋

町
の
国
道
54
号

沿
線
に
、
客
室

１
０
５
室
、
６
階

建
て
の
ホ
テ
ル
で

２
０
２
０
年
中
の

オ
ー
プ
ン
を
め
ざ

す
計
画
を
示
さ
れ

ま
し
た
。
重
要
な

事
業
の
一
つ
で
あ

り
、
中
心
市
街
地

活
性
化
事
業
の
進

捗
に
大
き
な
弾
み

が
つ
く
も
の
で
す
。

　
さ
ら
に
、
来
年
３
月
の
完
成
を
め
ざ
し
て
い
る
（
仮
称
）

Ｓサ

ク

ラ

Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
マ
ル
シ
ェ
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
積
極
的

に
支
援
を
行
い
、
市
街
地
整
備
も
マ
ル
シ
ェ
の
整
備
に
合
わ

せ
て
早
期
に
完
成
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

食
の
幸
発
信
推
進
事
業

　
本
事
業
は
、
農
業
振
興
、
食
関
連
産
業
の
振
興
お
よ
び
交

流
人
口
の
拡
大
を
め
ざ
し
、
道
の
駅
「
さ
く
ら
の
里
き
す
き
」

隣
接
地
に
拠
点
施
設
を
整
備
し
、
地
元
農
産
物
を
中
心
と
す

る
販
売
事
業
や
食
品
加
工
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
今
後
、
事
業
の
取
り
組
み
・
運
営
等
に
つ
い
て
民
間
事
業

者
か
ら
の
提
案
を
募
集
し
、
選
定
委
員
会
を
経
て
、
７
月
下

旬
に
は
運
営
事
業
者
を
選
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の

後
、
運
営
事
業
者
か
ら
の
意
見
も
取
り
入
れ
、
施
設
設
計
等

を
確
定
し
、
３
年
後
の
完
成
を
め
ざ
し
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

▲集いの場「孤食防止と栄養改善に効果のある会食の様子」

▲改修工事後のプール

▲雲南市の中心市街地



大東会場
テーマ

加茂会場
テーマ

三刀屋会場
テーマ
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雲
南
市
立
病
院
新
本
館
棟
の

診
療
機
能
と
各
種
事
業
に
つ
い
て

　
雲
南
市
立
病
院
は
、
本
年
３
月

22
日
に
新
本
館
棟
が
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
新
し
く
な
っ
た
新
本
館
で
更
新
し
た
Ｃシ
ー
Ｔテ
ィ
ー

・
Ｍエ
ム

Ｒア
ー
ル

Ｉア
イ

な
ど
の
高
度
医
療
機
器
や
、
患
者
さ
ん
に
快

適
な
療
養
環
境
を
提
供
す
る
こ
と
を
一
番
の
目
的
に

整
備
し
た
療
養
室
（
病
室
）
お
よ
び
、
出
産
に
係
る

環
境
を
整
え
た
各
種
施
設
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
２
０
１
９
年
９
月
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
ま
で
の
工
事
工
程
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　
ま
た
、
雲
南
市
立
病
院
の
救
急
医
療
や
医
師
確
保

の
状
況
な
ど
の
診
療
体
制
に
係
る
こ
と
や
、
重
点
施

策
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
医
療
職
育
成
事
業
、
医

療
出
前
講
座
、
地
域
住
民
と
の
連
携
事
業
（
病
院
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

の
活
動
等
）

な
ど
の
活
動

を
紹
介
し
、

新
本
館
棟
の

機
能
や
診
療

体
制
、
各
種

活
動
な
ど
に

つ
い
て
意
見

交
換
を
行
い

ま
す
。

永
井
隆
記
念
館
整
備
事
業

お
よ
び
周
辺
整
備
に
つ
い
て

　
昭
和
45
年
の
建
設
か
ら
47
年

が
経
過
し
老
朽
化
し
て
い
た
永

井
隆
記
念
館
は
31
年
度
現
地
で

の
建
て
替
え
の
た
め
先
日
５
月
27
日
を
も
っ
て
一
時

閉
館
と
し
ま
し
た
。
平
成
29
年
度
に
行
い
ま
し
た
永

井
隆
記
念
館
建
設
基
本
設
計
の
内
容
お
よ
び
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ん
へ
説
明
し

意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

加
茂
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の

活
用
促
進
に
つ
い
て

　
雲
南
市
は
、
平
成
27
年
12
月

に
「
雲
南
市
健
康
づ
く
り
拠
点

整
備
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
誰
も
が
体
力
や
志
向
、
年
齢
に
応
じ

た
体
力
づ
く
り
や
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
め
る
拠
点

施
設
と
し
て
、
加
茂
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
を
雲
南

市
の
「
健
康
づ
く
り
拠
点
施
設
」
と
し
て
整
備
を
進

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、プ
ー
ル
の
温
水
化
等（
25
メ
ー
ト
ル
プ
ー

ル
６
レ
ー
ン
、
歩
行
用
プ
ー
ル
、
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ

ン
プ
ー
ル
、
幼
児
用
プ
ー
ル
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
な
ど
の
整
備
）
の
改
修
工
事
が
完
了
し
、
７
月
８

日
の
竣
工
式
後
、
７
月
９
日
か
ら
オ
ー
プ
ン
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し

た
。

　
新
し
い
海
洋

セ
ン
タ
ー
の
施

設
、
利
用
方
法

や
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
理
解
し
て
い

た
だ
き
、
多
く

の
皆
さ
ん
に
活

用
し
て
も
ら
え

る
よ
う
に
意
見

交
換
を
行
い
ま

す
。

▲新本館棟の外観

▲加茂Ｂ＆Ｇ海洋センターの外観

▲永井隆記念館の完成予想図

掛合会場
テーマ

木次会場
テーマ

吉田会場
テーマ
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地
域
防
災
に
つ
い
て

～
自
主
防
災
組
織
の
取
り
組
み
と

市
と
の
連
携
～

　
災
害
発
生
時
に
は
、
ま
ず
は
「
自

分
の
身
は
自
分
で
守
る
」（
自
助
）

を
基
本
と
し
、
日
頃
か
ら
家
庭
で
の

防
災
対
策
に
つ
い
て
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
し
か
し
、
自
助
に
も
限
界
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
地
域
や
近
隣
の
住
民
が

集
ま
っ
て
、
互
い
に
協
力
し
な
が

ら
、
防
災
活
動
を
組
織
的
に
取
り
組

む
こ
と
（
共
助
）
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
共
助
を

担
う
の
が
『
自
主
防
災
組
織
』
と
な
り
ま
す
。
共
助
は

地
域
の
防
災
力
と
も
言
え
、
行
政
の
活
動
（
公
助
）
が

制
限
さ
れ
た

場
合
に
共
助

の
活
動
が
重

要
と
な
る
と

と
も
に
、
平

時
か
ら
の
取

り
組
み
に
よ

り
被
害
の
軽

減
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

市
内
で
も
地

域
自
主
組
織

や
自
治
会
等

が
核
と
な

り
、
自
主
防

地
域
医
療
に
つ
い
て

　「
い
つ
ま
で
も
健
康
で
自
立
し

た
生
活
を
お
く
り
た
い
」、「
医

療
や
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
た

い
」。
こ
の
よ
う
に
、
自
分
ら
し
く
安
心
し
て
生
活

を
続
け
て
い
け
る
よ
う
な
社
会
の
仕
組
み
が
「
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
で
す
。

　
こ
う
し
た
な
か
地
域
で
の
生
活
を
続
け
る
た
め
に

は
、
①
住
ま
い
、
②
介
護
予
防
、
③
生
活
支
援
・
見

守
り
、
④
医
療
、
⑤
介
護
を
行
政
、
医
療
機
関
、
福

祉
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
住
民
な
ど
が
協
力
し
て
仕

組
み
を
作
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
地
域
医
療
を
テ
ー
マ
に
、
地
域
医
療
の
現

状
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
皆
さ
ん
へ
説
明
し
、
こ
れ

か
ら
の
地
域
医
療
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
意
見
交
換

を
行
い
ま
す
。

介護
介護サービス

生活支援・見守り
NPO・ボランティア・
自治会・地域自主組織など医療

かかりつけ医の普及・
在宅医療の専門医

住まい
自宅・サービス付き
高齢者向け住宅など介護予防

介護予防サービス・
運動教室

▲地域包括ケアシステムの姿

災
組
織
を
立
ち
上
げ
て
、
防
災
訓
練
な
ど
の
取
り
組
み

を
行
な
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
う
し
た
中
で
、
自
主
防
災
組
織
の
活
動
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
防
災
円
卓
会
議
な
ど
を
通
じ
て
、
初
動

対
応
や
安
否
確
認
・
避
難
所
運
営
等
の
課
題
が
挙
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
活
動
を
行
う
に
あ
た
り
市

（
災
害
対
策
本
部
）
と
の
連
携
も
課
題
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
自
主
防
災
組
織
の
取
り
組
み
や
市
と
の
連
携
な
ど
の

課
題
や
対
応
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を
行
い

ま
す
。

▲出前講座の様子

▲防災円卓会議（全体会）

町別ミニ円卓会議

▲



うんなん 日 和
まちの話題を
紹介します

雲子ちゃん
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　第７回さくらおろち湖お花見レガッタがさくらおろ
ち湖で斐伊川さくらボート協会（会長 佐

さ

藤
とう

敏
とし

晴
はる

さん）
主催により行われ、雲南男子、雲南女子、一般男子、
一般女子、ミックス、シニアの６部門に51クルー、
約400人が参加しました。
　参加者たちは降りしきる雨の中、舵

だ

手
しゅ

の指示のもと
約400mの一直線に伸びたコースをゴールするまで漕
ぎ続け、新緑の湖畔に水しぶきを上げながら熱い戦い
を繰り広げました。

さくらおろち湖お花見レガッタ５ 13/
日

▲息を合わせオールを漕ぐ選手たち

　第６回さくらおろち湖ウォーク大会がさくらおろち湖
周辺で同実行委員会（会長 足

あ

立
だち

昭
しょうじ

二さん）の主催によ
り開催されました。
　参加者は降りしきる雨の中、さくらおろち湖ボート
施設をスタート。①さくらおろち湖一周＋神楽伝承館
ホースセラピー巡り（20.0km）②さくらおろち湖一周

（12.5km）③さくらおろち湖半周（5.4km）のいずれ
かのコースを、家族、近所や職場の仲間とともに自然・
景色を楽しみながらウォーキングし、快い汗を流しま
した。
　大会は年々参加者が増え、今大会は約300人の参加
がありました。参加した皆さんは全員無事にゴールし、
用意された豚汁、おにぎりをおいしくいただきながら、
地元特産品が当たる抽選会を楽しみ大いに盛り上がり
ました。

さくらおろち湖ウォーク大会５ 13/
日

▲スタートの様子
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　島根県が施工した一般県道上久野大東線金成工区
（大東町金成地内）の竣工式が県道上久野大東線バイ
パス金成・上町間道路改良促進協議会（会長 矢

や

壁
かべ

敏
とし

弘
ひろ

さん）、県道上久野大東線改良促進協議会（会長 藤
ふじ

原
はら

英
えい

逸
いつ

さん）の主催により開催されました。
　既設の県道は幅員が狭いため、金成地区から上町地
区までの区間800ｍをバイパス道路として平成24年
度に事業着手し、このほど新たな県道が完成しました。

県道上久野大東線金成工区竣工式５ 25/
金

　地元を代表して矢壁会長が「上久野大東線は地域住
民の通行に非常に重要な道路であり、バイパス道路の
完成により安全・安心に通行できるようになった。県、
市および施工業者の尽力に感謝している」と謝辞を述
べられました。
　竣工式では松江城鉄砲隊による演武披露があり、バ
イパス道路の竣工に華を添えていました。

　いるま花田植え2018が、入間花田植え実行委員会
（委員長 小

あずきざわ

豆澤政
まさ

廣
ひろ

さん）の主催により掛合町入間の
長
ちょう

栄
えい

寺
じ

前の水田で行われ、県内外から多くの写真愛
好家や観客らが詰めかけました。
　この花田植えは、途絶えていた伝統文化を次世代に
伝え、地域活性化を図ろうと、平成14年から毎年開

いるま花田植え５ 27/
日

▲パレードの様子▲田植えの様子

催されています。
　当日は、地元の中高生や県内の国際交流員など多く
の方が参加し、入間交流センターから水田までパレー
ドした後、はやしこたちが奏でる田植えばやしに合わ
せ、絣

かすり

の着物に赤の腰巻を身につけた早乙女たち38
人が一列に並び田植えを行いました。

▲松江城鉄砲隊演武▲あいさつする矢壁会長
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　夢ツリーハウスのお披露目にあわせ、自然体験がで
きるイベント『初夏の森フェスタ』が、大東町のかみ
くの桃源郷で開催され、市内外から1,000人を超える
来場者がありました。
　久野地区振興協議会（会長　中

なか

西
にし

正
まさ

義
よし

さん）と
UNNAN 子育ち応援会議が共催し、子どもも大人も一

初夏の森フェスタ＠かみくの桃源郷５27/
日

▲ライブの様子 ▲マルシェの様子

　大東町山王寺の日本棚田百選に認定されている「山
王寺本郷棚田」で、「たんぼの学校～田植えコース～」
が開催されました。
　たんぼの学校は、地域の活性化や棚田の保全を目的
に、地元の山王寺本郷棚田実行委員会（委員長 高

たか

島
しま

幹
みき

雄
お

さん）の主催により平成18年から毎年行われて
いる活動で、今年で13回目を迎えます。
　当日は市内外から多くの参加者を迎え、さわやかな
夏空のもと古代米の黒米やコシヒカリの田植え、さつ
まいもの苗植えが行われました。

山王寺本郷棚田
「たんぼの学校～田植えコース～」

５27/
日

▲参加者集合写真▲田植えの様子

　作業終了後は棚田舞（米）のカレーライスを食べ、
田植えの終わった棚田の景色を見ながら参加者同士の
交流を深めました。
　秋には「稲刈りコース」、さつまいもの収穫を楽し
める「収穫祭コース」、「棚田祭り」が予定されています。

 今後の予定 

　稲刈りコース　　　　　　　 ９月23日（日）予定
　棚田祭り・収穫祭コース　　11月４日（日）予定

緒に楽しめるワークショップや自然
体験コーナー、雑貨やこだわりの食
が集まったマルシェブースやライブなどを行いました。
　イベントを楽しんだ後は、多くの親子連れが清流長
谷川での水遊びやつりぼりを楽しむなど、初夏のかみ
くの桃源郷を丸一日満喫できるイベントとなりました。

※この事業は、全国モーターボート競走施行者協議会からの拠出金を受けて実施されたものです。

11 市報うんなん

　「
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
」
に
つ
い
て
は

３
月
号
で
書
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
そ
の
続
き
で

す
。
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
（
以
下
Ｓ
Ｏ
と
記
し
ま
す
）
と
は
、

知
的
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
に
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
場
を
提
供
し
、
社
会

参
加
を
応
援
す
る
国
際
的
な
ス
ポ
ー
ツ
団
体
で
す
。

　
島
根
県
で
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、競
泳
、陸
上
競
技
、ボ
ウ
リ
ン
グ
、

卓
球
、
サ
ッ
カ
ー
の
６
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
雲
南
市
、
松
江

市
、
出
雲
市
、
大
田
市
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
Ｓ
Ｏ
で
は
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
参
加
す
る
人
た
ち
を
「
ア
ス
リ
ー

ト
」
と
呼
び
、
現
在
、
そ
の
ア
ス
リ
ー
ト
が
70
人
、
財
政
的
に
支
援
い

た
だ
く
会
員
が
１
０
０
人
、
活
動
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
２
０
０

人
と
い
う
状
況
で
す
。

　
そ
こ
で
、
今
後
、
こ
う
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
人
数
を
さ
ら
に
多
く
す
る

取
り
組
み
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
Ｓ
Ｏ
日
本
と
日
本
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
昨
年
６
月

に
サ
ポ
ー
ト
契
約
を
交
わ
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
島
根
県
で
も
県
下
の
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
対
し
て
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
会
員
の
皆
様
に

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
の
会
員
に
な
っ
て
い
た
だ
く
お
願
い
を

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
今
後
、
県
内
全
域
に
Ｓ
Ｏ
へ
の
参
加
が
広
が
る
よ
う
に
、

幅
広
い
県
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
そ
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
の
「
夏
季
世
界
大
会
ア
ブ
ダ
ビ
」

が
、
来
年
（
２
０
１
９
年
）
ア
ブ
ダ
ビ
（
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
）
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
そ
れ
へ
の
予
選
と
な
る
日
本
の
国
内
大
会
で
あ
る
「
夏
季
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
愛
知
」
が
、
今
年
の
９
月
に
愛
知
県
で
開
催
予
定
で
あ

り
、
島
根
県
か
ら
は
９
人
の
選
手
（
ア
ス
リ
ー
ト
）
が
参
加
し
ま
す
。

参
加
選
手
の
皆
さ
ん
に
は
、
来
年
の
世
界
大
会
を
め
ざ
し
て
頑
張
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
２
月
10
日
に
熱
田
神
宮
で
行
わ
れ
た

国
内
大
会
の
聖
火
の
採
火
式
に
私
も
出

席
し
、
ト
ー
チ
ラ
ン
の
た
め
47
都
道
府

県
に
分
火
さ
れ
た
火
を
持
ち
帰
り
ま
し

た
。

　
島
根
県
内
で
の
ト
ー
チ
ラ
ン
は
、
８
月

25
日
（
土
）
に
雲
南
市
、
26
日
（
日
）
に

大
田
市
、
９
月
２
日
（
日
）
に
は
松
江
市

で
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
約

１
５
０
人
の
参
加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
う
し
た
機
会
を
通
し
て
Ｓ
Ｏ
へ
の

理
解
が
広
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

～
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
の
取
り
組
み
～

　幅
広
い
皆
様
の
理
解
と
協
力
で
、

社
会
参
加
を
応
援

市長
コラム

▲スペシャルオリンピックス2018 愛知
　島根県選手団結団式

　チャレンジデーは、運動やスポーツを15分以上継続した住民の参加率を競う
ものです。今年は岡山県赤

あか

磐
いわ

市との対戦となりました。

　上記結果のように赤磐市に勝利することはできませんでしたが、参加率が50％を超えましたので金メダル
を受賞しました。
　今後も「運動の習慣化による健康増進」と「なかまづくり」というチャレンジデーの理念がさらに広がり、
市民の皆さんの生活が充実することをめざして取り組みたいと思います。来年も皆さんの参加をお待ちしてい
ます。

チャレンジデー2018５ 30/
水

チャレンジデー2018の結果
参加人数 参加率

 雲南市 20,736人／39,179人 52．9％（前回比－9.3%）
 赤磐市 27,540人／44,411人 62．0％（前回比+0.2%）

（平成30年2月の住民基本台帳人口による参加率）

大　 東　 町大　 東　 町

三刀屋町三刀屋町

400mトラックを速水市長とウォーキング
(大東ふれあい運動場)

ビーチバレーボール交歓会
(三刀屋文化体育館アスパル)

加　 茂　 町加　 茂　 町

吉　 田　 町吉　 田　 町

高齢者スポーツ大会
(吉田勤労者体育センター)

からだであそぼう！ワクワク３Ｂ体操
(加茂子育て支援センター)

木　 次　 町木　 次　 町

掛　 合　 町掛　 合　 町

掛合町軽スポーツ大会
(掛合体育館)

カローリング体験
(新市交流センター)

チャレンジマンも
大活躍！

金

金
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雲南病院だより

雲
南
病
院
だ
よ
り

　
５
月
18
日（
金
）、
大
東
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
で
「
が
ん
ば
れ
雲
南

病
院
市
民
の
会
」
と
「
雲
南
病
院

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
・
て
ご
っ

人と

」
の
主
催
に
よ
り
泌
尿
器
科
・

井い
の
上う

え
圭け

い
太た

医
師
、
産
婦
人
科
・
今い

ま

村む
ら
加か

代よ

医
師
、
整
形
外
科
・
佐さ

藤と
う

匡ま
さ
哉や

医
師
の
歓
迎
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
歓
迎
会
は
、
新
た
に
着
任

さ
れ
た
医
師
へ
、
住
民
か
ら
の
歓

迎
の
気
持
ち
を
伝
え
、
多
く
の
住

民
と
着
任
し
た
医
師
が
顔
を
合
わ

せ
て
ふ
れ
あ
い
、
話
し
合
い
、
交

流
し
、
こ
れ
か
ら
こ
の
地
域
に
溶

け
込
み
や
す
い
関
係
を
つ
く
っ
て

い
く
場
と
な
る
こ
と
を
目
的
に
昨

年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
歓
迎
会
に
は
行
政
、
病
院
、
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
「
コ
ミ
ケ

ア
」
か
ら
も
参
加
が
あ
り
、
総
勢

53
人
の
賑
や
か
な
歓
迎
会
と
な
り

ま
し
た
。

　
３
人
の
医
師
か
ら
の
着
任
の
あ

い
さ
つ
で
は
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ

う
な
医
療
を
提
供
し
て
い
く
の

か
、
意
気
込
み
や
、
そ
れ
ぞ
れ
自

分
の
思
い
を
述
べ
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
て
ご
っ
人
の
方
か

ら
は
、「
昨
年
に
続
い
て
、
ま
た

良
い
先
生
が
来
て
く
れ
た
、
こ
の

ま
ま
以
前
の
よ
う
に
先
生
の
人
数

が
増
え
て
く
れ
た
ら
安
心
で
き

る
」
と
話
し
て
お
ら
れ
た
の
が
印

象
的
で
し
た
。

新
任
医
師

　

 

紹
介

新
任
医
師

　

 

紹
介

地域ケア科　医員

　坂
さ か

口
ぐ ち

　公
こ う

太
た

　沖縄県からまいりました。
　医師３年目の坂口公太と申します。
　出身は和歌山県で蛍が見られるほどの田舎で育ちま
した。
　今回約４ヵ月の研修で、雲南市立病院の地域ケアな
どを楽しく学びたいと考えています。
　明るく元気に取り組みますので、よろしくお願いし
ます。

新任医師 歓迎会

泌尿器科・井上圭太医師

産婦人科・今村加代医師

整形外科・佐藤匡哉医師
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雲南病院だより

臨床検査技師という職業を選んだきっかけは ?
　もともと医療系の職業に就きたいと思っていまし
た。高校生のとき検査のプロフェッショナルという新
聞記事を読み「臨床検査技師」という職業を知り、調
べていくうちに血液検査だけでなく幅広い検査を行う
ことが分かり興味を持ちました。また、雲南市立病院
での体験セミナーにも参加し、臨床検査技師という存
在を知っていたのがきっかけです。そして病院や大学
の見学に行くうちにますます検査技師になりたいと思
うようになり、大学へ入学しました。

雲南市立病院で働こうと思ったきっかけは ?
　小さい頃から地域の方々に見守られて育ってきまし
た。そんな雲南市の病院で働くことで地域に恩返しを
したいと思ったことがきっかけです。
　また、中学・高校生での医療現場体験のときの印象
もあり、ご縁を感じ働こうと思いました。

現在の仕事についてお聞かせください。
どんな仕事をしていますか ?
　主に血液や尿などを扱う検体検査をしています。外
来や病棟から提出された検体の検査を行い、現場に報
告しています。その他には心電図検査や聴力検査を
行っています。

雲南市立病院で働いてみての感想は ?
　検査科のスタッフはとても雰囲気が良く、質問や相
談などがしやすいです。
　また、他職種の方とも話しやす
く、患者さんとも地元の言葉でお
話できることが嬉しいです。顔も
覚えてもらい、みんなから「あり
がとう」と言われることがやりが
いになっています。

将来どのような臨床検査技師になりたいと
思っていますか ?将来の目標は ?
　まずは今できる検査をより正確にできるようにし、
患者さんに安心して検査を受けてもらえるような検査
技師になりたいです。大学では神経検査の研究をして
いたので、将来は脳波などの神経系の検査に興味があ
るのでその分野も勉強し検査できるようになりたいで
す。

臨床検査技師の仕事のやりがいを教えてくだ
さい。
　自分の報告した検査結果が診断や治療の手助けとな
れたときはやりがいを感じます。また、実際に患者さ
んと接する機会は少ないですが心電図検査をした際な
ど感謝の言葉をいただいたときはとても嬉しいです。

病院で働く

 医療のプロフェッショナル

　病院では、治療を行う医師や看護師をはじめ、さまざまな職種
のスタッフが働いています。その多くは専門性の高いスキルや知
識が必要で、国が認める国家資格を有していなければ就けない職
種がほとんどです。日進月歩の現代医療に携わる仕事であるため
に、常に専門知識を磨く努力をする必要があり、高度な専門技術
に加えて、コミュニケーションスキルや人間性なども求められま
す。また、一人の患者さんに複数の医療スタッフが連携して、治
療やケアを行う「チーム医療」にも取り組んでいます。

検査科の仕事について
～臨床検査技師・落

お ち

合
あ い

 陽
み な

美
み

（３年目）～

FILE:03

Interview
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　検査科はこの度の新本館棟への移転で、これまで３ヵ所に分かれていた検
体検査室を１ヵ所にまとめることができました。心電図や超音波検査などは
生理検査室として、血液や尿など体から採取される検体は採血室の隣に検体
検査室としてスタートしました。始めてみると想像だけでは思いつかないメ
リットやデメリットがありましたが、すべてがメリットとなるようスタッフ
一人ひとりが意見を出し合いながら、現在も改善に向けて取り組んでいます。
　ほとんどの検査装置はこれまで使用していたものですが、生化学分析装置
と尿検査装置を移転に合わせて更新しましたので紹介します。

生化学分析装置は、主に体内の化学的成分、例えばナトリウム
やカリウムなどのミネラル、糖やタンパク、酵素などを測定しま
す。今回の更新で装置のサイズはコンパクトになりましたが、機
能や性能は向上しました。測定項目を増やすことも可能です。ま
た、試薬の使い勝手が良くなったため、試薬を無駄なく使い切る
ことができるようにもなりました。より正確な検査結果を得るに
は試薬管理がとても大切なため、業務上はもちろん費用面でも助
かっています。

尿分析装置は、尿中の糖や
タンパク、潜血などを測定
します。試薬管理が簡便に
なり、装置や試薬の精度管
理を毎日することでより正
確な結果報告ができます。

　臨床検査技師は患者さんの検査のほかに、装
置や試薬を正しく使い、その精度を毎日管理す
ることで正確な検査結果を診療の場に提供し、
治療の一端を担っています。

　他に病理検査として手術や内視鏡で採取された組織を顕微
鏡で診断するための標本を作成しています。組織が大きい場
合は標本のサイズに切り出しますが、切り出す前の組織の写
真撮影や切り出し作業ができる換気システムを整えた部屋を
新たに設置しました。これにより、病理組織診断の結果をこ
れまでよりも１～２週間早く報告できるようになりました。

　また、心電図を始めとするすべての生理検査もシステ
ムを導入することで、電子カルテで確認することができ
るようになり、記録紙を貼ってお渡しする手間もなくな
りました。新病院では「生理検査室」と表示された場所で、
“心電図”　“血圧脈波”　“聴力検査”　“脳波”　“筋電図”　
“超音波検査”　などを行っています。
　新築移転で、検査科スタッフも慣れないうちはご迷惑
をお掛けすることもあるかと思いますが、市民の皆さま
より意見をいただきながらより良い検査科となるようこ
れからも頑張りますので、よろしくお願いします。

検査技術科編

新本館棟
紹介

15 市報うんなん

雲南病院だより

　糖尿病は、予備群も含めると５人に１人いるといわれています。厚生労働省の調査においても毎回過去最高患
者数を更新するほど、年々増加傾向にあります。�
　また、血糖が高い状態が続くことでさまざまな合併症を引き起こし、命を脅かすことが多い病気でもあります。
　しかし、糖尿病は食事や運動など生活に気をつけ血糖をコントロールすることで合併症を予防することも可能
です。合併症を予防するためにはどのようなことに気をつければ良いのか。日々の暮らしにおける血糖コントロー
ルのコツをお話しします。�

日　　時：７月２６日（木）１４時～１６時
場　　所：大東地域交流センター
内　　容：講義「糖尿病合併症予防について」　　講師　遠

えん

藤
どう

健
たけ

史
し

内科医師
　　　　　　　　管理栄養士、薬剤師によるワンポイントアドバイス　　など
　　　　　希望者には血圧測定、血糖測定をします。
参 加 費：無料
予約受付：７月１９日（木）まで

第２～４回目の内容の詳細については、後日チラシや告知放送などでお知らせします。糖尿病教室に関しては健康管理セ
ンター保健推進課【☎0854-47-7510】へ問い合わせください。

雲南市立病院

糖尿病教室
楽しく学べる!!

血糖コントロールの
コツがわかる！

第２回目

▲

時期：１０月　　場所：三刀屋町
第３回目

▲

時期：１２月　　場所：加茂町
第４回目

▲

時期：　３月　　場所：雲南市役所

院内サロンとは：
病気についての不安を抱える患者さん・ご家族の交流の場であり情報交換・学習の場です。
参加費は必要ありません。どなたでも自由に参加できるサロンです。

７，８，９月の開催日（毎月第２・第４金曜日）

　７月１３日 （金） ・ ２７日 （金）

　８月１０日 （金） ・ ２４日 （金）

　９月１４日 （金） ・ ２８日 （金）

時　間 ： １３時３０分～１５時３０分

場　所 ： 市立病院　中央棟２階　検診・人間ドック室

問い合わせ ：
　市立病院　健康管理センター
　　☎0854-47-7510

お気軽に
お越し　　　

　ください。

認知症と糖尿病との

関係についてもお話
します。
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わが家の 7月で 満　歳

おめでとう

８月で満１歳（平成29年８月生まれ）のお子さんを募集！
　写真に①お子さんの名前（ふりがな）、②お子さんの誕生日、③ご両親の名前（ふりがな）、④住所、⑤電話番号、
　⑥コメント（40字程度）を添え、郵便またはE-Mailで７月２日(月)までに情報政策課へ送付ください。

　【問】情報政策課☎0854-40-1015　
　※携帯電話で撮影される場合、顔のアップを撮影されると枠にきれいにおさまらないことがありますので注意ください。
　※市ホームページおよび子育てポータルサイトにも「わが家のHOPE」を掲載します。　※お送りいただく個人情報は「わが家のHOPE」以外の目的には使用しません。
　※郵便物またはメールが届きましたら、情報政策課から「到着確認」の電話をかけます。投稿後、当課から電話がないときは問い合わせください。

郵送される場合のあて先
　〒 699-1392　雲南市木次町里方 521-1
　雲南市役所情報政策課「わが家のHOPE」係

E-Mail で送付される場合のあて先
　jyouhouseisaku ＠ city.unnan.shimane.jp
　（タイトルは「わが家のHOPE」としてください。）

理
り お な

央奈ちゃん（三刀屋町給下）
平成 29年７月８日生まれ
１歳おめでとう
りおちゃんの笑顔にいつも癒されて
るよ 　元気に大きく育ってね

荒あ
ら
き木
哲て
つ
お夫
さ
ん
・
理り

え恵
さ
ん
の
お
子
さ
ん

大
やまと

和ちゃん（木次町山方）
平成 29年７月 18日生まれ
１才おめでとう
笑顔が素敵な大和
元気いっぱい大きくな～れ

羽は

の野
真し
ん
や哉
さ
ん
・
志し
お
り織
さ
ん
の
お
子
さ
ん

汐
せ な

奈ちゃん（吉田町吉田）
平成 29年７月 12日生まれ
誕生日おめでとう
これからもたくさん一緒に笑おうね

田た
む
ら村
尚な
お
き基
さ
ん
・
歩あ
ゆ
みさ
ん
の
お
子
さ
ん

新
あらた

大ちゃん（加茂町加茂中）
平成 29年７月 21日生まれ
あらちゃん、うまれてきてくれて
ありがとう
元気にのびのび大きくなってね

波は

た

の
多
野
達た
つ
ひ
さ久
さ
ん
・
真ま

り理
さ
ん
の
お
子
さ
ん

明
あ す か

日夏ちゃん（木次町里方）
平成 29年７月 16日生まれ
誕生日おめでとう 　いつも元気な
あす 　これからも笑顔ですくすく
元気に育ってね

深ふ
か
だ田
直な
お
き樹
さ
ん
・
理り

え恵
さ
ん
の
お
子
さ
ん

晴
はるひ

陽ちゃん（大東町大東）
平成 29年７月 31日生まれ
１歳のお誕生日おめでとう
お姉ちゃん・お兄ちゃんと仲良く
遊んで大きくなってね

渡わ
た
な
べ部
隆た
か
ゆ
き之
さ
ん
・
範の
り
こ子
さ
ん
の
お
子
さ
ん

 逞
たくま

ちゃん（掛合町掛合）
平成 29年７月４日生まれ
１歳のお誕生日おめでとう
これからもたくさん食べて元気に
育ってね

星ほ
し
の野

　
崇た
か
しさ
ん
・
愛あ
い
さ
ん
の
お
子
さ
ん

亮
りょうすけ

輔ちゃん（木次町木次）
平成 29年７月２日生まれ
りょうちゃん1歳おめでとう
かわいい笑顔が大好き
にぃにと一緒におおきくなぁれ

谷た
に
お
か岡
直な
お
ゆ
き幸
さ
ん
・
望の
ぞ
みさ
ん
の
お
子
さ
ん

夏
な つ

津ちゃん（木次町里方）
平成 29年７月７日生まれ
なつ１歳おめでとう
いつも沢山の笑顔をありがとう
これからも元気に大きくなってね

藤ふ
じ
は
ら原
孝た
か
ゆ
き晋
さ
ん
・
瞳ひ
と
みさ
ん
の
お
子
さ
ん
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雲
南
市
は
、
昭
和
36
年
・
39
年
に
大
雨

に
よ
る
土
砂
災
害
で
死
傷
者
や
家
屋
の
倒

壊
な
ど
、
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

今
回
紹
介
す
る
大
東
町
春
殖
地
区
も
被
害

を
受
け
た
地
区
の
一
つ
で
し
た
。
当
時
、

復
旧
作
業
に
あ
た
っ
た
方
は
、
重
機
も
な

く
、
手
作
業
で
泥
を
取
り
除
く
ぐ
ら
い
し

か
で
き
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
復
興
が
ど

れ
ほ
ど
大
変
だ
っ
た
か
想
像
に
難
く
あ
り

ま
せ
ん
。

　
身
体
教
育
医
学
研
究
所
う
ん
な
ん

�

☎
０
８
５
４
―

49
―

９
０
５
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春
殖
地
区
で
は
、
こ
の
よ
う
な
災
害
の

歴
史
か
ら
、
自
分
の
安
全
は
自
分
で
守
れ

る
よ
う
に
日
頃
か
ら
健
康
を
保
っ
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
し
て
、
平
成
26
年

に
防
災
と
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
学
び
合

　雲南市では、島根県と比較して脳卒中を発症される方が多い状況にあ
ります。
　特定健診を受けることにより生活習慣病やその要因を早期に見つけ、
脳卒中と関連の深い、高血圧、糖尿病などの生活習慣病の重症化を防ぐ
ことにつながります。
　特定健診は下記の内容で、40歳以上の方を対象に各医療保険者が実
施しています。１年に１度は特定健診を受け、自分の身体の状態を知り、
生活習慣を見直しましょう。

Ｑ．去年受けて異常が無かったので
　　　　　今年は受けなくてもいいですか？
Ａ．毎年受診しましょう。特定健診は毎年受け続け
てこそメリットが生まれます。

　・身体の経年変化が確認でき、早期に対処ができます。より
細やかな体調管理や生活習慣の改善につながります。

　・毎年、特定健診を受けている人は受けていない人よりも医療
費がかからないという調査結果（表１）があります。

Ｑ．かかりつけ医で受診時にいろいろな検査を
してもらっていますが、健診を受ける必要が
ありますか？

Ａ．高血圧や糖尿病など生活習慣病で治療中であっ
ても特定健診の対象です。

　治療中の疾患以外の検査もありますので、かかりつけ医と相
談の上、健診を受けてください。

う
「
防
災
と
健
康
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
研

修
会
を
行
い
ま
し
た
。
島
根
大
学
・
市
健

康
推
進
課
・
研
究
所
も
研
修
会
の
サ
ポ
ー

ト
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
避
難
場
所
が
わ
か
ら

な
い
」「
互
い
に
助
け
合
う
関
係
性
（
つ

な
が
り
）
を
ど
う
保
つ
か
」
と
い
っ
た
意

見
の
ほ
か
、「
自
分
で
逃
げ
た
り
誰
か
を

助
け
た
り
で
き
る
よ
う
健
康
で
い
る
こ
と

が
大
切
」
と
い
う
声
も
あ
り
、
防
災
と
健

康
の
大
切
さ
を
共
有
す
る
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

　
こ
う
し
た
声
を
受
け
、
春
植
地
区
で
は

防
災
と
健
康
そ
し
て
地
域
の
つ
な
が
り
づ

く
り
に
も
役
立
て
ら
れ
る
取
り
組
み
と
し

て
「
春
サ
ン
サ
ン
体
操
」
の
考
案
・
普
及

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
自
主
防
災
の
一

環
と
し
て
地
区
の
健
康
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
は
、
安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く
り
の

新
し
い
形
の
一
つ
と
も
言
え
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
研
究
所
は
、
今
後
も
こ
う
し
た
取
り
組

み
を
支
援
・
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

ご不明な点については、健康推進課（☎0854-40-1045）へ問い合わせください。

40歳から74歳までの雲南市国民健康保険加入の方は
雲南市の特定健診として以下の検査（約8,500円）を
無料で受けることができます！
内容：血圧、動脈硬化、糖尿病、痛風、貧血に関する検査
　　　肝臓・腎臓の機能や状態を調べる検査等

こんにちは、

です。

155

保健師保健師保健師保健師

年に１度は特定健診で健康チェック！

「防災と健康」
をテーマとした研修会の様子

このコーナーでは、健康づくりに役立つ

情報や身体教育医学研究所うんなんの活

動についてお知らせします！

131

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り

防
災
と
健
康
づ
く
り

0

10,000

20,000

30,000

40,000

2013
（H25）

2014
（H26）

2015
（H27）

2016
（H28）

健診受診状況における生活習慣病一人当たり
医療費の推移　入院＋外来（雲南市）

健診受診者
健診未受診者
健診受診（生活習慣病患者）
健診未受診（生活習慣病患者）

円

2,3462,346 1,7681,768 2,1782,178 2,2252,225

12,67812,678 14,33114,331 14,08914,089 14,56114,561

5,8205,820 4,3354,335 5,3505,350 5,5135,513

31,45431,454
35,14835,148 34,60634,606 36,08236,082

（表1）

≪出典　国保データベースシステム≫
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　今月は先月に続いて、僕が国際
交流員になってからの５年間を振
り返ります。
　先月の記事は学校訪問をメイン
に書きましたが、国際交流員の仕

事は学校訪問だけではありません。必要に応じて翻
訳・通訳、観光案内、文化講座、イベント企画、テ
レビ・ラジオ出演などもしています。大変忙しくて、
僕にとってはやり甲斐のある仕事ばかりです。それ
は、雲南市がよりよいまちになるために大事な仕事
だと思っているからです。
　雲南市に生まれ育ったとしても決してまちのすべ
てを知ることができないと思います。僕はテレビや
ラジオに出ることで、経験した雲南市の良さを紹介
できますし、市民の皆さんでも知らないようなこと

もたくさん知ることができました。だんだん外国人
としてではなく、雲南市民として認められるように
なって、とても嬉しいです。
　観光案内や通訳の仕事では、市外から来てくだ
さった方々に雲南市の良さを伝えることができまし
た。雲南市に観光に来てくださるお客さんはまだま
だ少ないですが、そのお客さんが良い経験をすれば
きっと知人や家族に雲南市をすすめてくれます。良
い経験ができるように僕は頑張ってきました。
　そして、文化講座ではアメリカのことをたくさん
教えてきました。「面白かったです」と言ってもらっ
たときが達成感が大きく、「この仕事ができてよかっ
たなあ」と思う瞬間
の一つです。
　皆さん、もうしば
らくお世話になりま
す。引き続き国際交
流へのご協力をよろ
しくお願いします。

【防災】地域円卓会議開催
　６月１日（金）に旧飯石小学校で、防災に関する地域円卓会議を
開催しました。地域の方、市役所や市内外の関係機関など約150人
が参加し、災害時の初動対応をテーマに意見交換を行いました。
　始めに阿用地区、三新塔地区、多根地区から各地域の防災に関わ
る取り組みについて紹介していただき、その後は町ごとに分かれて
災害初動時の行政と自主防災の連携上の課題や方策について話し合
いました。

雲南ゼミ開催
　雲南市をはじめ、全国各地で取り組まれつつある小規模多
機能自治の仕組みを相互に学び合う場として、５月31日（木）
～６月２日（土）に「雲南ゼミH30春の陣」を開催しました。
　全国から行政職員やNPO法人など17人が参加し、市内４
地区を視察・取材
して各地区を紹
介するCM制作に
チャレンジしまし
た。
　より良い地域づ
くりについて学び
合い、ともに刺激
を受けた３日間で
した。

～地域自主組織のチャレンジを紹介します！～大人チャレンジ！

うん、なんでしょ
う国際交流員（CIR）の迷言コーナーHello Everyone

こんにちは、ダニエルです。

▲３地区の取り組み紹介の様子

▲町別のミニ円卓会議でも活発に話し合いが行われました
▲鍋山交流センター

雲南市内の チャレンジを応援してください!!

私たちは、雲南市のまちづくりを応援しています。

　
雲
南
市
に
次
の
ご
寄
附
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

◎
雲
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市

ふ
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荒あ
ら

木き

　
良よ
し

文ふ
み

さ
ん（
名
古
屋
市
）

人
権
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
５
４-

42-

１
７
６
７

　
島
根
県
更
生
保
護
女
性
連
盟

（
松
江
保
護
観
察
所
内
）

　
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社

会
を
築
く
た
め
、
今
年
も
全
国
一

斉
に
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
が

展
開
さ
れ
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し

て
各
女
性
会
を
中
心
に
取
り
組
ま

れ
る
「
愛
の
図
書
募
金
」
活
動
に

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
こ
の
募

金
は
主
に
子
ど
も
た
ち
の
図
書
購

入
費
に
使
わ
れ
ま
す
。

健
康
福
祉
総
務
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
４
１

　
先
の
大
戦
に
お
い
て
亡
く
な
ら

れ
た
方
々
を
追
悼
す
る
と
と
も

に
、
永
遠
の
平
和
の
決
意
を
新
た

に
す
る
た
め
、
戦
没
者
追
悼
式
を

執
り
行
い
ま
す
。

【
日
時
】

　
７
月
６
日
㈮
　
13
時
30
分
か
ら

14
時
30
分
ま
で

【
会
場
】

　
加
茂
文
化
ホ
ー
ル 

ラ
メ
ー
ル

【
主
催
】

　
雲
南
市
・
雲
南
市
社
会
福
祉
協

議
会

共
催
事
業

○ 

戦
没
者
追
悼
式
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

建
設
工
務
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
３

　
６
月
か
ら
11
月
ま
で
の
間
、
市

内
各
所
で
自
治
会
に
よ
る
道
路
河

川
愛
護
作
業
が
行
わ
れ
ま
す
。

● 

炎
天
下
で
作
業
す
る
と
き
は
水

分
補
給
や
日
陰
で
休
憩
す
る
な

ど
健
康
管
理
を
お
願
い
し
ま

す
。

● 

草
刈
機
や
チ
ェ
ン
ソ
ー
な
ど
道

具
を
使
わ
れ
る
際
は
、
十
分
な

安
全
確
保
を
お
願
い
し
ま
す
。

● 

作
業
中
の
道
路
を
通
行
す
る
と

き
は
、
十
分
に
ス
ピ
ー
ド
を
落

と
し
て
、
交
通
事
故
が
起
き
な

い
よ
う
に
気
を
付
け
て
く
だ
さ

い
。

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

雲
南
市
戦
没
者

追
悼
式

社
会
を
明
る
く
す
る

運
動

道
路
河
川
愛
護
作
業

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

平
成
30
年
河
川
功
労
者
表
彰

　
斐
伊
地
域
づ
く
り
協
議
会

（
木
次
町
）

堀ほ
り

江え

　
伸の
ぶ

子こ

さ
ん（
大
　

阪
　

市
）

加か

藤と
う

あ
か
ね
さ
ん（
長
野
県
伊
那
市
）

掛
合
総
合
セ
ン
タ
ー
・
掛
合
交
流

セ
ン
タ
ー
新
築
に
際
し
、
ご
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た

ロ
ビ
ー
チ
ェ
ア
ー

　
島
根
イ
ー
グ
ル
株
式
会
社

衛
星
電
波
時
計
（
壁
掛
け
式
）

　
土
江
文
具
店

寄
附
金

　
雲
南
市
近
畿
ふ
る
さ
と
会

掛
合
支
部

ン
「
平
和
講
演
」

【
日
時
】

　
７
月
６
日
㈮
　
14
時
30
分
か
ら

15
時
30
分
ま
で（
追
悼
式
終
了
後
）

【
講
師
】

　
回か
い
て
ん天
記
念
館（
山
口
県
周
南
市
）

館
　
長
　
松ま
つ
も
と本

　
紀と
し

是ゆ
き

さ
ん

○ 

平
和
展
示
会
「
戦
中
戦
後
の
暮

ら
し
展
」

【
日
時
】

　
７
月
２
日
㈪
か
ら
７
月
６
日
㈮

ま
で
。
各
日
９
時
か
ら
17
時
ま
で

※ 

い
ず
れ
も
会
場
は
加
茂
文
化

ホ
ー
ル 

ラ
メ
ー
ル
で
す
。

【
実
施
期
間
】

　
７
月
１
日
㈰
か
ら
８
月
31
日
㈮

ま
で

大
仁
地
区
更
生
保
護
女
性
会

会
　
長
　
　
和わ

く

り

久
利
紀の
り

子こ

さ
ん

大
東
支
部
理
事
長

　
　
　
　
　
永な
が

瀬せ

　
敦あ
つ

子こ

さ
ん

加
茂
支
部
理
事
長

　
　
　
　
　
藤ふ
じ
は
ら原
美み

き

こ

紀
子
さ
ん

木
次
支
部
理
事
長

　
　
　
　
　
橋は
し
も
と本

　
一か
ず

枝え

さ
ん

飯
石
地
区
更
生
保
護
女
性
会

会
　
長
　
　
前ま
え

田だ

　
榮え
い

子こ

さ
ん

広 告 枠
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私たちは、雲南市のまちづくりを応援しています。

長
寿
障
が
い
福
祉
課

☎
０
８
５
４-
40-

１
０
４
２

　
ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
知
識
や

ご
本
人
へ
の
対
応
の
工
夫
を
学

び
、ご
家
族
同
士
で
語
り
合
う「
家

族
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。
ご
家

族
さ
ん
の
不
安
や
焦
る
気
持
ち
を

和
ら
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
場

で
す
。お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

　
ひ
き
こ
も
り
当
事
者
（
中
学
校

卒
業
後
の
方
）
の
い
る
ご
家
族

【
日
時
】

　
第
１
回
　
８
月
１
日
㈬
　
13
時

か
ら
16
時
ま
で

※ 

第
２
回
、
３
回
に
つ
い
て
は
、

松
江
会
場
ま
た
は
出
雲
会
場
に

健
康
づ
く
り
政
策
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
４
０

　
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
（
二
種

混
合
）
予
防
接
種
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
接
種
期
間
は
３
月
末
ま
で

で
す
。
夏
休
み
等
を
利
用
し
早
め

に
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

【
対
象
者
】

　
今
年
度
小
学
６
年
生
の
方
（
平

成
18
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
19
年

４
月
１
日
生
ま
れ
）

【
接
種
期
間
】

　
７
月
１
日
か
ら
平
成
31
年
３
月

健
康
づ
く
り
政
策
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
４
０

　
日
本
脳
炎
予
防
接
種
は
、
平
成

17
年
か
ら
ワ
ク
チ
ン
の
副
作
用
に

よ
り
積
極
的
な
勧
奨
を
差
し
控
え

て
い
ま
し
た
が
、
予
防
接
種
法
の

改
正
に
よ
り
平
成
23
年
か
ら
積
極

的
勧
奨
を
再
開
し
て
い
ま
す
。

【
平
成
30
年
度
積
極
的
勧
奨
対
象
者
】

① 

平
成
12
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

13
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

② 

平
成
20
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

21
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
の
方

社
会
教
育
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
７
３

　
加
茂
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
は

昨
年
６
月
か
ら
工
事
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
こ
の
度
７
月
８
日
に
竣

工
式
を
行
い
、
翌
日
９
日
か
ら
一

般
利
用
を
開
始
し
ま
す
。
新
た
に

25
㍍
６
レ
ー
ン
、
幼
児
用
、
歩
行

用
、
ジ
ャ
グ
ジ
ー
の
温
水
プ
ー
ル

を
完
備
し
多
世
代
の
健
康
づ
く
り

の
拠
点
施
設
と
し
て
生
ま
れ
変
わ

り
ま
す
。

　
整
備
し
た
プ
ー
ル
で
は
成
人

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
は
ア
ク
ア

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
、
成
年
水
中
運
動

や
雲
南
市
立
病
院
と
連
携
し
た
運

動
療
法
や
退
院
後
の
リ
ハ
ビ
リ
支

ひ
き
こ
も
り
家
族

教
室
（
雲
南
会
場
）

二
種
混
合
予
防
接
種

を
受
け
ま
し
ょ
う

日
本
脳
炎
予
防
接
種

（
２
期
）を
受
け
ま
し
ょ
う

加
茂
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

参
加
で
き
ま
す
の
で
、
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
場
所
】

　
雲
南
保
健
所
　
集
団
指
導
室

【
参
加
料
】
無
料

【
申
込
み
】

　
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
の
い
ず

れ
か
に
よ
り
、
事
前
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

【
申
込
締
切
】
７
月
18
日
㈬

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
】

　
島
根
県
立
心
と
体
の
相
談
セ
ン

タ
ー
相
談
判
定
課

　
〒
６
９
０-

０
０
１
１ 

松
江
市

東
津
田
町
１
７
４
１-

３ 

い
き
い

き
プ
ラ
ザ
島
根
２
Ｆ

　
☎
０
８
５
２-
32-
５
９
０
５

　
FAX
０
８
５
２-

32-
５
９
２
４

31
日
ま
で

【
接
種
方
法
】

　
市
内
医
療
機
関
に
各
自
で
予
約

後
、
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

【
当
日
の
持
参
品
】

　
母
子
健
康
手
帳
、ジ
フ
テ
リ
ア
・

破
傷
風
（
二
種
混
合
）
予
診
票

【
費
用
】

　
無
料
。
た
だ
し
、
定
め
ら
れ
た

期
間
を
過
ぎ
る
と
全
額
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
。

※ 

二
種
混
合
予
防
接
種
は
三
種
混

合
１
期
ま
た
は
四
種
混
合
１
期

の
予
防
接
種
が
規
定
通
り
に
終

了
し
て
い
な
い
と
効
果
が
期
待

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
母
子
健
康
手
帳
で
確
認
く

だ
さ
い
。

◎固定資産税（第２期）
◎国民健康保険料（第１期）
◎後期高齢者医療保険料（第１期）
納期限は７月31日（火）です。

※ 

今
年
度
、
対
象
の
方
へ
は
個
別

通
知
で
接
種
勧
奨
を
行
っ
て
い

ま
す
。

※ 

一
期
初
回
追
加
（
３
回
目
）
ま

で
の
接
種
が
完
了
し
て
い
な
い

方
は
接
種
方
法
に
つ
い
て
、
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
接
種
方
法
】

　
個
別
予
防
接
種
を
実
施
し
て
い

る
市
内
医
療
機
関
に
予
約
し
て
接

種
く
だ
さ
い
。

☆ 

こ
の
機
会
に
、
接
種
忘
れ
が
な

い
か
、
も
う
一
度
母
子
健
康
手

帳
を
確
認
く
だ
さ
い
。

広 告 枠
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市
民
生
活
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
３
１

　（
一
財
）
日
本
遺
族
会
で
は
「
戦

没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善

事
業
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
先
の
大
戦

で
父
等
を
亡
く
し
た
戦
没
者
の
遺

児
を
対
象
と
し
て
、
父
等
の
戦
没

し
た
旧
戦
域
を
訪
問
し
、
慰
霊
追

悼
を
行
う
と
と
も
に
、
同
地
域
の

住
民
と
友
好
親
善
を
は
か
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
者
】

　
先
の
大
戦
で
父
等
を
亡
く
し
た

戦
没
者
の
遺
児

【
参
加
費
】
10
万
円

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
一
財
）
島
根
県
遺
族
連
合
会

　
☎
０
８
５
２-

21-

４
０
２
５
　

危
機
管
理
室

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
２
７

　
地
震
発
生
時
に
備
え
、
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）

を
活
用
し
た
緊
急
地
震
速
報
訓
練

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
当
日
は
、
宅
内
に
設
置
さ
れ
て

い
る
雲
南
夢
ネ
ッ
ト
の
音
声
告
知

放
送
受
信
機
か
ら
、
次
の
と
お
り

試
験
放
送
を
行
い
ま
す
。

【
実
施
日
時
】
７
月
５
日
㈭
10
時

戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
交
友
親
善
事
業

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
を
活
用
し

た
緊
急
地
震
速
報
訓
練

719月 日

食 育 日の
毎月１９日は

健康づくり政策課 ☎0854-40-1040

私たちは、雲南市のまちづくりを応援しています。

環
境
政
策
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
３
３

　
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
犬
の

飼
い
主
は
年
１
回
、
飼
っ
て
い
る

犬
に
狂
犬
病
予
防
注
射
を
接
種
す

る
こ
と
と
、
接
種
し
た
こ
と
を
市

へ
届
け
出
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

狂
犬
病
予
防
注
射
は

お
済
み
で
す
か
？

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
飼
い
犬
に
狂
犬
病
予
防
注

射
を
接
種
さ
せ
て
い
な
い
場
合
は
、

動
物
病
院
で
接
種
時
期
を
相
談
い

た
だ
き
、
接
種
さ
れ
た
際
は
環
境

政
策
課
ま
た
は
各
総
合
セ
ン
タ
ー
市

民
福
祉
課
へ
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
老
齢
や
病
気
の
た
め
、

動
物
病
院
で
接
種
猶
予
の
診
断
を

受
け
ら
れ
た
場
合
、
ま
た
は
飼
い

犬
が
亡
く
な
っ
た
場
合
も
届
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

【
放
送
内
容
】

〈
上
り
チ
ャ
イ
ム
音
〉

　
た
だ
今
か
ら
訓
練
放
送
を
行
い

ま
す
。

〈
緊
急
地
震
速
報
チ
ャ
イ
ム
音
〉

　
緊
急
地
震
速
報
。大お
お

地じ

震し
ん

で
す
。

大
地
震
で
す
。

こ
れ
で
訓
練
放
送
を
終
わ
り
ま
す
。

〈
下
り
チ
ャ
イ
ム
音
〉

※�

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）
と
は

　
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）
は
、
地
震
、
津
波
や

武
力
攻
撃
な
ど
、
時
間
的
余
裕
の

な
い
事
態
に
関
す
る
情
報
を
、
国

か
ら
人
工
衛
星
な
ど
を
通
じ
て
瞬

時
に
伝
達
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

雲南広域福祉会
　　18' ふれあいまつり

問い合わせ先　雲南広域福祉会（地域活動支援セ
ンターパレット）　☎ 0854-45-0020

と　き

ところ

催し物

7月29日（日）10：30～14:00

しゃぼん玉工房、にじいろ、パレット
 (三刀屋町古城45-6)

ステージイベント、模擬店、体験コー
ナー、展示コーナー、バザー、抽選会
など

援
、
ジ
ュ
ニ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
は
、キ
ッ
ズ
ス
イ
ミ
ン
グ
、ジ
ュ

ニ
ア
ス
イ
ミ
ン
グ
、
選
手
育
成
ク

ラ
ス
を
実
施
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
キ
ラ
キ
ラ
雲
南
か
ら

の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

加
茂
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
８
５
４-

49-

７
１
０
０
）
へ
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。多
く
の
皆

さ
ん
の
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

ま
た
は
、

　（
一
財
）
日
本
遺
族
会
事
務
局

　
☎
０
３-

３
２
６
１-

５
５
２
１

広 告 枠
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建
築
住
宅
課

☎
０
８
５
４-
40-

１
０
６
５

　
が
け
地
お
よ
び
地
す
べ
り
等
で

住
宅
の
移
転
を
お
考
え
の
方
は
、

建
築
住
宅
課
へ
相
談
く
だ
さ
い
。

　
危
険
住
宅
の
除
却
お
よ
び
新
た

に
建
設
す
る
住
宅
（
購
入
含
む
）

に
要
す
る
経
費
に
対
し
て
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

【
対
象
住
宅
】

・ 

勾
配
が
30
度
以
上
で
、
高
さ
が

２
㍍
を
超
え
る
が
け
に
近
接
し

て
い
る
住
宅
（
図
参
照
）

が
け
地
近
接
等

危
険
住
宅
移
転
事
業

【
申
し
込
み
】

　
雲
南
住
宅
管
理
事
務
所
に
備

え
る
申
込
用
紙
に
所
定
の
事
項

を
記
入
し
、必
要
な
書
類
等（
住

民
票
・
所
得
課
税
証
明
書
等
）

を
確
認
の
う
え
、
直
接
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

建
築
住
宅
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
５

◆
市
営
住
宅
空
家
入
居
者

【
募
集
期
間
】

　
７
月
５
日
㈭
か
ら
７
月
12
日
㈭

17
時
締
切

【
募
集
団
地
】

　
７
月
１
日
㈰
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
７
月
２
日
㈪
島
根
県
住
宅
供

給
公
社
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
に
掲
載
し

ま
す
。

市
営
・
県
営
住
宅

の
入
居
者
募
集

◆�

公
社
定
住
促
進
賃
貸
住
宅
（
グ

ラ
ン
デ
・
ベ
ル
ポ
ー
ト
等
）
空

家
入
居
者

【
募
集
期
間
】
随
時
募
集

【
募
集
団
地
】

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
島
根

県
住
宅
供
給
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
随
時
掲
載
し
ま
す
。

【
申
込
方
法
】

　雲
南
住
宅
管
理
事
務
所
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
雲
南
住
宅
管
理
事
務
所

　
８
時
30
分
か
ら
18
時
ま
で（
土
・

日
・
祝
日
は
除
く
）

　
☎
０
８
５
４-

47-

７
１
５
１

【
お
知
ら
せ
】

　
７
月
か
ら
窓
口
終
了
時
間
を
19

時
か
ら
18
時
に
変
更
し
ま
す
。

【
選
考
方
法
】

　
選
考
に
よ
り
入
居
者
を
決
定
し

ま
す
。

◆
県
営
住
宅
空
家
入
居
者

【
募
集
期
間
】

　
随
時
募
集

【
募
集
団
地
】

　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
選
考
方
法
】

　
先
着
順
に
よ
り
入
居
者
を
決
定

し
ま
す
。

高さ×1.5 

30°以上 
高さが
２ｍを
超える
もの 

禁止 
高さ×1.5

・ 

が
け
付
近
の
建
築
物
を
制
限
す

る
条
例
制
定
日
（
昭
和
35
年
10

月
４
日
）
以
前
に
建
築
さ
れ
た

住
宅

※ 

た
だ
し
、
条
例
制
定
後
に
増
築

さ
れ
た
住
宅
は
補
助
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

　
来
年
度
（
平
成
31
年
度
）
に
本

制
度
を
活
用
し
て
移
転
を
お
考
え

の
方
は
、
11
月
30
日
ま
で
に
連
絡

く
だ
さ
い
。

平成30年中堅社員等の育成セミナーリーダー研修
関係性が変わると　　が変わり、　　　　が変わる！人 組織人 組織

日 時 会　場 雲南市役所本庁舎202・203会議室

講　師 佐伯　由香さん
(株式会社 日立メタルプレシジョン 改革推進室)

受講料 2,400円／人　※全３回分の受講料です。

定　員 先着20人

申込締切 ８月13日(月)

第１回
「肯定的な人間観」
これからのリーダーがとるコミュニケーションの形は
自分を受け止めてくれる安心安全な組織作りから

８月21日(火) 9:00～16:00

第２回
「相手との信頼関係」
小さな変化に気付ける関係性構築には特効薬より日
常のコミュニケーションと信じる力

９月26日(水) 13:00～16:00

第３回
「本気のフィードバック」
他責人間を自責で考えられる人にネガティブ面談を乗
り切る5ステップ

係長、管理職（職長や班長）、先輩社員（若手社員と
仕事をする機会がある方）の参加をお待ちしています。

10月16日(火) 13:00～16:00

さ  えき           ゆ   か

申し込み・問い合わせ先　島根県立東部高等技術校 ☎0853-28-2734　　kyouiku-kunren@pref.shimane.lg.jp
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シリーズ
①木次線に乗ってみよう♪

【問】木次線利活用推進協議会事務局（うんなん暮らし推進課）
　 　☎0854-40-1014

シリーズ
①

　５月２日（水）、木次線に乗ってワインとお酒を楽しむイベントが奥
出雲葡萄園（木次町）で開催されました。

　この日、宍道駅９時10分発、木次駅９時43分着の通常列車で到着された皆さんは、木次駅から奥出雲葡
萄園まではジャンボタクシーを利用され、約 3 時間、奥出雲葡萄園でワイナリー工場の見学やワイン、食事、
買い物等を楽しまれました。
　復路も同様にタクシーに乗られ、木次酒造で日本酒の試飲、買い物等を楽しまれた後、徒歩で木次駅まで
向かわれ、木次駅13時56分発、宍道駅14時29分着の列車で帰路につかれました。
　料金は、宍道駅から木次駅までの切符が片道410円。木次駅から奥出雲葡萄園までのタクシーが片道1,500
円程度（９人乗りのジャンボで片道 2,000 円程度）です。目安ですが、このプランを４人で利用の場合、交
通費は往復で１人当たり 2,000 円程度ですので、ぜひ自治会やグループで利用ください。
　なお、ワイナリーの工場見学を希望の場合は、事前に連絡をお願いします。（奥出雲葡萄園　☎ 0854-42-
3480）

雲
南
市
農
林
振
興
協
議
会
（
農
政

課
内
）

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
５
１

　
良
質
米
生
産
に
意
欲
的
に
取
り

組
む
農
業
者
の
「
米
選
機
１
・
９

㎜
ふ
る
い
目
導
入
」
に
対
し
て
助

成
を
行
い
ま
す
。

【
目
的
】

　
良
質
米
生
産
に
意
欲
的
に
取
り

組
む
「
米
選
機
１
・
９
㎜
ふ
る
い

目
導
入
」に
つ
い
て
支
援
を
行
い
、

消
費
者
に
選
ば
れ
る
良
質
米
産
地

の
形
成
を
図
る
。

【
支
援
対
象
者
】

　
認
定
農
業
者
等
、
地
域
で
乾
燥

調
製
受
託
作
業
を
行
う
農
家

米
選
機
１
・
９
㎜
ふ
る
い

目
導
入
支
援
事
業

危
機
管
理
室

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
２
７

　
今
年
も
出
水
期
に
入
り
ま
し

た
。

　
川
で
の
作
業
、
釣
り
、
子
ど
も

の
水
遊
び
な
ど
に
は
、
十
分
気
を

付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
ダ
ム
の
放
流
を
知
ら
せ
る
サ
イ

レ
ン
が
鳴
っ
た
と
き
に
は
、
川
の

水
が
増
え
ま
す
の
で
、
直
ち
に
川

か
ら
上
が
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
中
国
電
力
株
式
会
社
東
部
水
力

セ
ン
タ
ー
（
出
雲
地
区
担
当
）

　
☎
０
８
５
３-

２
１-

６
１
５
７

ダ
ム
の
放
流
に

ご
注
意
！

【
対
象
期
間
】

　
平
成
31
年
３
月
ま
で
（
今
年
度

中
）
の
導
入

【
支
援
額
】

① 

１
・
９
㎜
ふ
る
い
目
購
入
に
対

し
て
１
万
円
（
定
額
）

② 

選
別
計
量
機
（
１
・
９
㎜
ふ
る

い
目
搭
載
機
）
購
入
に
対
し
て

１
万
円
（
定
額
）

　
年
間
予
算
枠
に
到
達
次
第
終
了

と
な
り
ま
す
。

　
条
件
等
、
詳
し
い
内
容
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

導
入
の
写
真
、
支
払
い
済
み
で

あ
る
こ
と
が
証
明
で
き
る
書
類

が
必
要
で
す
。

うんなん家庭の日
雲（うん）と遊ぼう!! 南（なん）でも話そう!!

社会教育課　☎0854-40-1073

月7 15 日

毎月第３
日曜日は
毎月第３
日曜日は

月 15 日7
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■ 後期高齢者医療被保険者証の更新
　75歳以上の方（65歳以上で島根県後期高齢者医療広域連合が障害認定した方を含む）が現在お持ちの
後期高齢者医療被保険者証（オレンジ色）（以下「被保険者証」という）の有効期限は、平成30年７月
31日までです。
①�平成30年８月１日以降使用できる被保険者証「クリーム色（黄色）」は、７月末までに特定記録郵便で
送付します。（これまでの簡易書留による送付方法から変更しています）
②�平成29年中の所得の状況等により、医療機関で負担いただく割合が８月から変更になることがありま
す。被保険者証に記載されている自己負担割合（「１割」または「３割」）を確認ください。

■「後期高齢者医療限度額適用 ･ 標準負担額減額認定証」の更新
　住民税非課税世帯の方は、医療機関の窓口で「被保険者証」と「限度額適用・標準負担額減額認定証（以
下「減額認定証」という）を提示されると、医療費や入院時の食事代等が減額されます。
　「減額認定証」の有効期限は７月31日までとなっており、８月以降の「減額認定証」の更新方法は、以
下のとおりです。
●前年度の「減額認定証」をお持ちの方で、新年度も引き続住民税非課税世帯の方
　⇒７月中に新しい「減額認定証」を送付しますので、申請手続は不要です。
●前年度の「減額認定証」を持っておられなかった方で、新年度が住民税非課税世帯の方
　⇒申請手続が必要です。市民生活課または各総合センター市民福祉課で手続きをしてください。

■「後期高齢者医療保険料額決定通知書」の送付
　７月中旬に「後期高齢者医療保険料額決定通知書」を送付します。平成 30年度に納めていただく後期
高齢者医療の保険料額や納付方法が記載してありますので、確認ください。

■後期高齢者医療保険料の支払方法
　年金天引きの方は申し出により口座振替に変更できます。
（変更方法）
（1）まず、「口座振替」の手続を金融機関窓口で行ってください。
（2�）次に、納付方法変更の手続を債権管理対策課または各総合センター市民福祉課で行ってください。
その際、口座振替依頼書本人控え用を持参ください。

※�７月31日までに申出いただきますと、10月分以降の年金からの天引きを中止する手続を行います。後
日、納期等を通知書でお知らせしますので確認ください。
※�口座振替にされた場合、その社会保険料控除は口座振替により支払った方に適用されます。これにより、
世帯全体の所得税額や住民税額が少なくなる場合があります。

■平成30年度からの後期高齢者医療制度改正
１．保険料の軽減
　平成30年度の保険料軽減措置は以下のとおりです。「保険料額決定通知書」に軽減額等が記載してあり
ますので、確認ください。

＜均等割額の軽減＞
　次に該当する世帯の被保険者は、均等割額43,440円が軽減され次の額になります。

後期高齢者医療に加入の皆さんへ

世帯内の被保険者および世帯主の総所得金額(平成29年中の収
入・所得)の合計額・条件等 均等割軽減後の額 均等割軽減の割合

33万円以下で世帯内の被保険者がすべて年金収入80万円以下
(他に所得がない）の場合   4,344円 9割

33万円以下（上記以外の場合）   6,516円 8.5割
33万円 ＋（27.5万円×被保険者数）以下 21,720円 5割
33万円 ＋（50万円×被保険者数）以下 34,752円 2割
75歳の誕生日の前日まで、会社の健康保険等（ただし国民健
康保険組合を除く）の被扶養者であった方 21,720円 5割
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問い合わせ先　市民生活課　☎ 0854-40-1031

平成30年8月から
区　　分 外来（個人単位）の限度額 外来＋入院（世帯単位）の限度額

課税所得690万円以上 252,600円 ＋（医療費の総額－842,000円）×１%
４回目以降の場合は140,100円

課税所得380万円以上
690万円未満

167,400円 ＋（医療費の総額－558,000円）×１%
４回目以降の場合は93,000円

課税所得145万円以上
380万円未満

80,100円 ＋（医療費の総額－267,000円）×１%
４回目以降の場合は44,400円

一　　般 18,000円
（年間上限額144,000円）※

57,600円
４回目以降の場合は44,400円

低所得Ⅱ 8,000円 24,600円

低所得Ⅰ 8,000円 15,000円

※年間上限額は、８月から翌年７月までの累計額に対して適用されます。
課税所得が145万円以上690万円未満の方の医療費が高額になる場合、申請により新たに「限度額適用認定証」を
交付します。

２．高額療養費
　1ヵ月(同じ月内)の医療費の自己負担額が限度額を超えた場合、限度額を超えた分が支給される高額療養
費制度について、限度額が改正されます。

  １日（日）おはなしたまごのお話の会� 　　11:00 ～ 11:40　大東図書館
15 日（日）おりがみ教室　講師：毛

もう

利
り

悦
えつ

子
こ

さん　10:30 ～ 12:00�大東図書館（要申込）
22 日（日）おはなしチューリップたのしい絵本の会　コウノトリスペシャル
　　　　　教育委員会文化財課職員がコウノトリに関するクイズを出題します。
　　　　　10:30 ～ 12:00　加茂図書館（要申込）
30 日（月）自由研究おたすけ教室　コウノトリ博士になろう！
　　　　　講師：島根県立三瓶自然館サヒメル　星

ほし

野
の

由
ゆ み こ

美子さん
　　　　　10:30 ～ 12:00　大東図書館（要申込）
  ５日（日）なつのおはなしレストラン　
　　　　　1部　10:20 ～ 10:50　0・1・2さいレストラン　
　　　　　2部　11:00 ～ 12:00　おはなしレストラン　木次図書館（整理券が必要�市内図書館で配布）
12 日（日）講談社全国訪問おはなし隊がやってくる！�10:30 ～ 11:35　大東図書館（要申込）
16 日（木）よみかたりのじかんwith ちっちゃい劇場�一人芝居　14:30 ～　木次図書館
※申し込みチラシは各図書館に備え付けてあります。

図書館 夏のイベントカレンダー！！  夏休みは図書館へいこう！！

7

8

月

月

申し込み・問い合わせ先（会場の各図書館へお願いします）　
木次図書館　☎ 0854－42－1021　Fax：0854－42－2274
大東図書館　☎・Fax：0854－43－6131　　　　　　　　　　
加茂図書館　☎ 0854－49－8739　Fax：0854－49－8696

その他各図書館で展示・貸出
●読書感想文課題図書　　●自由研究・工作の本
　〈課題図書は７月10日（火） ～ 貸出期間１週間〉
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国民健康保険に加入の皆さんへ

 名      氏．２ 号  番  給  支．１

 コナハ ンナンウ 6-543210-90-00023

３．被 保 険 者 番 号 4．性別 5.離職時年齢 6.生 年 月 日 7.求 職 番 号 

5031-0123456-7 女 42 3-500131 8645321 

8．住 所 ま た は 居 所 

雲南市木次町里方 521-1 

9．支払方法（記号（口座）番号-金融機関名-支店名 

○○銀行 ○○支店 

10.資 格 取 得 年 月 日 11.離 職 年 月 日 12.離 職 理 由 

 133092 104041 11 

13.60歳 到 達 時 賃 金 日 額 14.離職時賃金日額 15.給 付 制 限 

  888,7 

16.求 職 申 込 年 月 日 17.認  定  日 18．受給期間満了年月日 

 133003 火-型3 324092

19.基 本 手 当 日 額 20.所 定 給 付 日 数 21.通算被保険者期間 

 000021 012 312,5

雇用保険受給資格者証

■ 被保険者証と高齢受給者証が保険証更新時 (平成30年８月)から1枚のカードになります
　これまで70～74歳の被保険者の皆さんには、被保険者証と併せて、一部負担金の割合を記載した「高齢受給者証」
を交付していました。
　今回の被保険者証一斉更新時（平成30年８月）からは、利便性向上のため、これらの機能を一体化した、「国民健
康保険証兼高齢受給者証」を交付します。
　保険証は7月中旬に世帯主宛てに特定記録郵便により送付します。

■ 国民健康保険料決定通知書を7月中旬に世帯主宛てに送付します
　国民健康保険料は国保加入者がいる世帯の世帯主に対して賦課されます。
　平成30年度の国民健康保険料の年額を7 月に賦課決定し、決定通知書を7 月中旬に該当の世帯主宛てに送付します。
　保険料は７月から来年３月までの９期に分けて納付していただきます。
　納付書払いの方は、決定通知書に９枚（９期分）全ての納付書を同封して送付します。
　各納期限に注意の上、納付をお願いします。

■ 本人の都合によらない離職者(非自発的離職者)の国民健康保険料の軽減制度
　倒産や解雇、雇い止めなど本人の意思によらない離職 ( 非自発的離職 ) 者に対して、国民健康保険料が軽減されます。
　該当する場合は、市民生活課または各総合センター市民福祉課で手続きをお願いします。
１．軽減の内容
   ・ 国保料の計算に用いる前年の所得（※ただし給与所得のみ）を、該当者の方については 30 ／ 100 したも
　　のに置き換えて計算します。
   ・ 軽減の期間は、離職の翌日からその翌年度の末までの間です（最長２ヵ年分）。
  ※同一世帯の、他の国保加入者については通常通りの取り扱いとなります。

２．軽減対象となる離職者の条件
　次のいずれの条件も満たす方が対象です。
　 （1）離職日時点で65歳未満である
　 （2）雇用保険の受給資格を有する（もしくは有していた）
　 （3）雇用保険受給資格者証の離職理由の番号が次の場合
           　⇒11、12、21、22、23、31、32、33、34
３．届出に必要なもの
　（1） 雇用保険受給資格者証(離職事由の確認のため必要です)
　　　※既に雇用保険の受給期間を終え、証がお手元にない場
　　　　合はハローワークで再交付を受けてください。また、
　　　　事前に上記対象条件に該当しているか、確認さ
　　　　れることをおすすめします。
　（2） 印  鑑
　（3） マイナンバーカードまたはマイナンバー通知カード
　（4） 本人確認書類

■ 限度額適用・標準負担額減額認定証の更新
　現在お使いの「限度額適用・標準負担額減額認定証」の有効期限は平成30年7月31日までとなっています。この証
をお持ちの方には更新の申請書を送付していますので8月以降続けて使用される場合は、市民生活課または各総合セ
ンター市民福祉課で申請してください。

■ 平成30年度からの国民健康保険制度改正
　１．低所得者に係る保険料軽減が変更になります。
　　 保険料（均等割・平等割）の軽減が見直され、平成30年度から世帯の軽減判定所得額が次のとおり変更になり、
　範囲が拡充されます。
　　平成30年４月以降は次のようになります。

　・７割軽減基準額：33万円
　・５割軽減基準額：33万円＋(275,000円×被保険者数)
　・２割軽減基準額：33万円＋(50万円×被保険者数)

※ 軽減判定所得額には、被保険者全員の所得に加えて、国民健康保険に加入していない世帯主の所得も含まれます。
また、軽減は賦課期日（４月１日）現在の世帯構成により判定されます。
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問い合わせ先　市民生活課　☎ 0854-40-1031

平成30年８月より
区　　分 外来（個人単位）の限度額 外来＋入院（世帯単位）の限度額

課税所得690万円以上 252,600円＋（医療費の総額－842,000円）×1%
４回目以降の場合は140,100円

課税所得380万円以上
690万円未満

167,400円＋（医療費の総額－558,000円）×1%
４回目以降の場合は93,000円

課税所得145万円以上
380万円未満

80,100円＋（医療費の総額－267,000円）×1%
４回目以降の場合は44,400円

一　　般 18,000円
（年間上限額144,000円）※

57,600円
４回目以降の場合は44,400円

低所得Ⅱ 8,000円 24,600円
低所得Ⅰ 8,000円 15,000円

※年間上限額は、8月から翌年7月までの累計額に対して適用されます。

２．70歳以上の方の高額療養費の所得区分と自己負担限度額が一部変わります。
　医療費が高額になり、同じ月内の自己負担限度額が一定額を超えると、超えた金額が国保から支給を受けられるのが
高額療養費です。平成30年8月から70歳以上の方の所得区分と自己負担限度額が変更となります

　ＪＲ西日本の「T
ト ワ イ ラ イ ト
WILIGHT� �E

エ ク ス プ レ ス
XPRESS 瑞風」の２泊３日の山陽・山陰コース（周遊）の二日目は「たた

ら製鉄の遺構と茶の湯文化・松江の探訪」と題し、雲南市への立ち寄り観光に訪れておられます。
　市民の皆さんには、これまでも沿道などから小旗を振ったり、手を振ったりしていただき、ご理解ご協
力いただきありがとうございます。
　皆さんのご協力のおかげで雲南市内の立ち寄り観光については高評価、好印象をいただいています。
　暑い日が続きますが、引き続きご協力をお願いします。なお、小旗が必要な場合は、観光振興課へ相談
ください。

７月５日、12日、19日、８月30日、９月６日、13日、20日、27日
10月４日、11日、25日、11月８日、15日、22日、29日

８：30頃 「TWILIGHT EXPRESS瑞風」（宍道駅着）
宍道駅～国道54号～三刀屋木次ＩＣ～
吉田掛合ＩＣ

９：30頃
●菅谷たたら山内【見学】

９：50頃

10：05頃
●田部家邸内、土蔵群【見学】

11：00頃
吉田掛合ＩＣ～三刀屋木次ＩＣ～木次
大橋～日登

11：30頃
●食の杜「茅葺の家」【昼食】

13：00頃

13：00頃

↓ 広域農道～県道松江木次線
13：30頃 ●「神楽の宿」出雲神楽【鑑賞】

●日本初之宮「須我神社」【参拝】
14：30頃
↓ 県道松江木次線～

15：10頃
●明々庵

16：20頃

↓

17：00頃 「TWILIGHT EXPRESS 瑞風」
（松江駅発）

「瑞風バス」に手をふろう！

問い合わせ先　観光振興課　☎ 0854-40-1054

７～11月の立ち寄り観光
の予定日（木曜日）

立ち寄り観光の行程
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チャレンジする子ども・若者に支援を！チャレンジする子ども・若者に支援を！

問い合わせ先　政策推進課　☎ 0854-40-1011

「ふるさと納税クラウドファンディング」による応援をお願いします
　雲南市では、平成30年度から「雲南市スペシャルチャレンジ制度」を創設し、チャレンジ精神あふれ
る子ども、若者の学びと成長を後押ししています。（詳しくは市報５月号をご覧ください）
　多くの皆さんに「スペシャルチャレンジ制度」を支援していただくため、ふるさと納税による寄附（ク
ラウドファンディング※）を募集しています。
　市民の皆さんには、ふるさと雲南の未来へ向けて、市外在住のお知り合いやご親戚の皆さんにＰＲをお
願いします。雲南市出身の皆さんは、雲南市への思いをかたちにする「ふるさと納税」を、ぜひ検討ください。
また、市外在住者でご寄附いただきたました皆さんへは、心ばかりのお礼の品をお贈りします。
　寄附は、ふるさと納税サイト「ふるまる」で受け付けています。
　ふるまるクラウドファンディング「地域の課題解決にチャレンジする子ども・若者に支援を！」
　https://www.furumaru.jp/gcf/projects/detail.php?project_code=322091_01

　雲南市では、ＮＰＯ法人、一般社団法人、一般財団法人、公益社団法人、公益財団法人、地域自主組織を
対象に、地域課題解決に取り組む事業に対し、ふるさと納税制度を活用し支援を行っています。
　現在申請のあったプロジェクトは次のとおりです。

・プロジェクトオーナー：ＮＰＯ法人　おっちラボ
・プロジェクト名：人とまちとのつながりで、楽しく、元気に、健康に！
　　　　　　　　　　～暮らしに寄り添うコミュニティナース～

https://www.furusato-tax.jp/gcf/282

　寄附はふるさと納税ポータルサイト
「ふるさとチョイス」で受け付けて
います。

※「クラウドファンディング」とは、インターネットを活用して不特定多数の方に寄附を募る仕組みです

寄附募集期限：９月15日（土）まで

地域課題解決に取り組むＮＰＯ法人による

「ふるさと納税クラウドファンディング」スタート！

https://www.furusato-tax.jp/gcf/282
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平成30年度市税条例の改正

問い合わせ先　税務課　☎ 0854-40-1034

　地方税法等の改正に伴い雲南市税条例の一部を改正しました。関連する内容（主なもの）をお知らせし
ます。

１．個人市民税　
〇個人市民税の改正は、平成33年度以後の個人市民税から適用されます。
１）～４）は所得税法の規定が個人市民税にも適用されるもので所得税は平成32年分から適用されます。
　１）給与所得控除・公的年金等控除から、基礎控除へ控除額が振り替えられます。
　　①給与所得控除・公的年金等控除を10万円引き下げ。
　　②基礎控除を10万円引き上げ。
　　　個人市民税　　33万円 → 43万円　（所得税　38万円 → 48万円）
　２）給与所得控除の上限額を見直し（引き下げ）、公的年金等控除の上限額が新設されます。
　３）基礎控除に所得要件と適用上限が設けられます。

　前年の合計所得金額が2,400万円を超える方について合計所得金額に応じて控除額が減少し、合計
所得金額が2,500万円を超える方の基礎控除の適用がなくなります。

　４）扶養控除の対象となる方の所得要件が10万円引き上げられます。（38万円以下 → 48万円以下）
　５）個人市民税均等割、所得割の非課税基準が10万円引き上げられます。

２．固定資産税
　１）土地に係る固定資産税の負担調整措置
　　土地に係る負担調整措置の適用期限が３年延長されました。
　２）特例措置の延長

①新築住宅に係る固定資産税の減額措置の適用期限が２年延長されました。
②耐震改修を行った住宅に係る固定資産税の減額措置の適用期限が２年延長されました。
③ バリアフリー改修、省エネ改修を行った住宅に係る固定資産税の減額措置について、要件の見直し

を行った上で、適用期限が２年延長されました。

３．市たばこ税
　１）たばこ税率の引上げ
　　① 国と地方の配分比率１: １を維持したまま、税率が平成30年10月１日から３段階で引き上げられま

す（２回目 : 平成32年10月、３回目 : 平成33年10月、１本当たり１円ずつ３年間で３円の引き上げ）。
　　② 平成31年４月１日に予定されていた旧３級品の紙巻きたばこの税率の引上げ（平成27年度税制改

正：旧３級品の特例税率を廃止し普通たばこの税率と統一される）が、平成31年10月１日に延期
されました。

　２）加熱式たばこの課税方式の見直し 
　たばこ税の区分として ｢加熱式たばこ｣ の区分を創設し、これまで重量で本数換算していたものを重
量による本数換算と価格による本数換算に見直し５年をかけて段階的に新方式に移行されます。

特別徴収とは…　
　給与支払者である事業主が、従業員に毎月支払う給与から個人市県民税を引き去り、従業員にかわって市に納入いた
だくもので所得税の源泉徴収をされている事業主に義務付けられているものです。
　市では毎年５月に特別徴収実施事業主宛てに、①６月から翌年５月までの天引き額と市への納付額を通知し、併せて
②従業員の方にお渡しいただく個人の市県民税額決定通知書を送付しています。

平成31年度から個人住民税の特別徴収の実施を徹底します　
　県内の全市町村では、原則すべての事業主に平成31年度から特別徴収（給与からの市県民税の天引き）
を実施していただくことを徹底することとしました。これまで特別徴収をしていない事業主も原則対象とな
りますので特別徴収の準備をお願いします。
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「若手ビジネスリーダー養成講座 in 雲南」を開催します！

申し込み・問い合わせ先　　雲南市産業振興センター　☎ 0854-40-1052

　 雲南市産業振興センターでは、力強い地域経済の実現と人口の社会増に向けて、経営者の実践力を高めるとともに、受講
者同士のネットワーク形成を図ることで創業や第二創業の推進、後継者不足の解消につなげることを目的として、最新の経
営知識を備えた講師陣による連続ビジネススクール「若手ビジネスリーダー養成講座in�雲南」を次のとおり開催します。

日　程　�①７月５日（木）、②８月２日（木）、③９月４日（火）【全３回】
時　間　�19:00～21:00（受付18:30～）　　��　会　場　�雲南市役所本庁舎
テーマ　�地域で新しい事業を創ろう
内　容　�①自分・自社の強みを知る　②マーケティング／事業計画　③収支計画の作り方
対　象　�＊雲南市で創業をお考えの方（個人・法人・業種は問いません）
　　　　�＊新規事業に取り組みたい経営者・後継者の方
　　　　�＊自分の事業の棚卸しをしてみたい方
　　　　�＊事業計画・資金計画づくりを学びたい方　※市内外問わず参加いただけます。
参加費　�全３回分で2,000円（資料代）

＜個別経営相談会＞
　市内の経営者の方を対象に、中小企業診断士、公認会計士・税理士、社会保険労務士、デザインプランナー、雲
南市産業振興センターアドバイザーによる個別の経営相談会も次のとおり開催します。経営全般、法務・税務、労
務管理、商品開発、販路開拓、後継者問題、企業・創業、Web・IT活用など幅広く相談に応じますので、お気軽に
問い合わせください。※事前予約が必要、秘密は厳守します。
　日　程　①７月５日（木）、②８月２日（木）、③９月４日（火）　 　時　間　13:00～17:00のうち１社60分程度
　会　場　雲南市役所本庁舎

消防団操法大会

７月29日（日）8:30～
木次小学校グラウンド

７月15日（日） 9:00～
斐伊川河川敷消防操法訓練場
                    （里熊大橋上流西側）

　第43回雲南地区消防団操法大会および第62回島根県消防操法大会に、雲南市消防団から
下記の分団が出場します。島根県消防操法大会は、平成18年度以来の雲南市開催であり、
雲南市消防団あげて大会運営にあたります。市民の皆さんの声援をよろしくお願いします。
　 出  場  隊　ポンプ車の部　　　大東方面隊　自動車分団
　　　　　　　小型ポンプの部　　加茂方面隊　加茂中分団
　　　　　　　　　　　　　　　　掛合方面隊　入間分団

出雲縁結び空港

ダイヤ、運賃および航空券の予約・購入はJALのホームページをご覧になるか、コールセンターへ問い合わせください。

札幌（新千歳）直行便運航札幌（新千歳）直行便運航札幌（新千歳）直行便運航
８月
限定

◇ＪＡＬホームページ http://www.jal.co.jp コールセンター ☎0570-025-071（有料・利用時間7:00～20:00）
21世紀出雲空港整備利用促進協議会(事務局:出雲市交通政策課)

問い合わせ先　うんなん暮らし推進課　☎ 0854-40-1014

出雲　⇒　札幌（新千歳)
便名 機種 出発 到着

JAL3421 738 14:45 ⇒ 16:40

札幌（新千歳)　⇒　出雲
便名 機種 出発 到着

JAL3426 738 11:55 ⇒ 13:50

8月1日～8月31日
月・水・金・日曜日

運    行

問い合わせ先　危機管理室　☎ 0854-40-1027
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住まいに関する助成制度

うんなん暮らし推進課�☎0854-40-1014

を
お
考
え
の
方
へ

を
お
考
え
の
方
へ

耐震改修

リフォーム

助 成 内 容
①耐震診断費の90％（上限6万円）
②補強計画（設計）費の50％（上限20万円）
③改修工事費の23％（上限80万円）
④解体工事費の23％（上限40万円）

条 件 等
・昭和56年5月31日以前に着工された木造住宅
・市内に本社を有する法人または個人事業者の施工によること
・事前の申請をすること

助 成 内 容 改修工事費の1／5(上限30万円)
※既存の住宅リフォーム支援事業との併用申請は不可

条 件 等
・都市計画区域外の住宅であること
・子育て世帯を含む三世代以上が新たに同居する場合
・市内に本社を有する法人または個人事業者の施工によること
・事前の申請をすること

助 成 内 容

①雲南市の「耐震改修助成」への上乗せ助成
　耐震補強計画助成額の1/2（上限10万円）
　耐震改修工事費助成額の1/2（上限20万円）
②島根県の「しまね長寿の住まいリフォーム助成」への上乗せ助成
　バリアフリーリフォーム助成額の1/2（上限10万円）
③内装工事を伴う新規の下水道施設接続工事への助成10万円
④環境にやさしいエコ住宅改修およびエコ住宅設備工事への助成
　エコ住宅改修工事費の1/5（上限20万円）
　エコ住宅設備工事費の1/5（上限10万円）

条 件 等
・①と②は、それぞれの事業要件で交付決定されたもの
・③は排水設備確認通知書が交付されているもの
・市内に本社を有する法人または個人事業者の施工によること
・事前の申請をすること

ＵＩターン者へは空き家の改修助成もあります！
改修工事の1/2（上限50万円）※子育て世帯は上限100万円

子育て世帯とは
夫婦の年齢もしくは夫婦いずれかの年齢が40歳未満である世帯、または年齢が16歳未満のお子さんがいる世帯

空き家物件はこちらから
検索ほっこり雲南  空き家

で検索。

耐震診断・補強計画・改修工事に対して助成を行います。
建築住宅課　☎0854-40-1065

住宅の改修工事に対して助成を行います。
建築住宅課　☎0854-40-1065

三世代で同居される住宅改修に対して助成を行います。
うんなん暮らし推進課　☎0854-40-1014

住まいの

住まいの

を
お
考
え
の
方
へ

取得市内に宅地を購入し、定住する　　　　　　　建築住宅課　☎0854-40-1065
子育て世帯を対象に宅地購入費に対して補助金を交付します。　

助 成 内 容 宅地購入価格の1/10（上限50万円）

条 件 等
・民間売買によって購入した市内の住宅地
　住宅を新築するために住宅地を購入する場合
　中古住宅を住宅地と一緒に購入する場合
・住宅地の購入費が100万円以上
・�平成27年4月1日以降の売買契約によるもので、土地の登記が完了していないこと
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ピッツァ・ビスマルク

たまごカナッペ

うんなんたまごの オムナポリタン

エビのソテーと
雲南玉子のサラベス風

たまごスープ

エッグチーズタルト

奥出雲葡萄園(木次町）
☎0854-42-3480

居酒屋うさぎ組(三刀屋町）
☎0854-45-2110

パティスリー H
ハ　ナ
ana H

ハ　ナ
ana(加茂町）

☎0854-49-8050

パスタフェリーチェ (三刀屋町）
☎0854-45-5820

ビストロ　オーブ(加茂町）
☎0854-47-7459

道の駅たたらば壱番地(吉田町）
立ち寄り軽食「 T

タ タ ラ バ ー
ATALOVER」

☎0854-74-0035

　奥出雲葡萄園の庭カフェで人気のピッ
ツァ・ビスマルクに雲南市産のたまごと
ベーコンをのせて焼き上げます。
　モッツアレラチーズと半熟卵の贅沢な
共演を味わえます。

　卵の一大産地である雲南市を「たまごのまち」として盛り上げるべく、平成23年度に発足し、
オムライスやプリン等のたまご料理を紹介するガイドブックなどを発行してきた「うんなんたま
ごプロジェクト」より市内飲食店の皆さんが開発された新メニューを紹介します。

【問】雲南市農商工連携協議会事務局(商工振興課内)　☎0854-40-1052

　自家製たまごいっぱいのタルタルソー
スをフランスパンに盛って、さらに輪切
りゆで玉子をのせ、 オーブンで焼いた、
たまごカナッペです。
　その他、ピッツァ・ビスマルクも新メ
ニューとして登場しています。

　自家製トマトソースを使用したナポリ
タンに雲南市産のとろとろオムレツをの
せました。地元産のはちみつ入りマヨネー
ズ、ケチャップ、粉チーズをたっぷり絡
めてどうぞ。
　お皿は大東窯さんの特注パスタ皿です。

　新鮮な野菜サラダに、紫タマネギのド
レッシングと、真ん中にカリッと焼いた
バケット、その上に温玉子をのせます。
　玉子にかけるソースは、自家製のマヨ
ネーズにエビの殻からとった出汁を混ぜ
たものです。 (コース料理の一部になりま
す）

　地元産の野菜と地元奥出雲産のたまご
を使った手作りスープです。
　「吉田ふるさと村」から生まれた“おた
まはん醤油”をかくし味に使ったさっぱり
としたスープです。

　雲南市の卵を使用し、チーズ本来のコ
クとなめらかなやさしいエッグチーズタ
ルトです。
　人気の「なはなはぷりん」も、たまご
たっぷりです。

雲南市産たまごを使った
新メニユー

たまご大好き！ 雲南市産たまごを使った
新メニユー
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市立図書室の利用案内
三刀屋図書室　“うちらの本箱”（永井隆記念館内）
　建替え工事のため長期休館中です。
　電　　話：0854－45－1073（社会教育課）
　本の返却は三刀屋総合センター窓口へお願いします。
　おはなし会：三刀屋交流センター図書室「ひなたぼっこ」　７日（土）10:00～
　　　　　　三刀屋子育て支援センター　25日（水）10:00～
　
吉田図書室（吉田交流センター内）
　電　　話：0854－74－0219
　開館時間：9:00～17:00
　休 館 日：毎週土・日曜日、祝日

掛合図書センター“陽だまり館”
� （掛合図書センター）
　電　　話：0854－62－0189
　開館時間：9:00～17:00
　休 館 日：毎週日・月曜日、祝日

木次図書館�　☎0854-42-1021　開館時間：10:00～18:00
 ７月の休館日  
　毎週月曜日、振替休館日：17日(火)、月末整理休館：31日(火）
 イベント案内 
　☆よみかたりのじかん　毎週木曜日　14:30～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

大東図書館�　☎0854-43-6131　開館時間：10:00～18:00
 ７月の休館日  
　毎週金曜日、16日(月・祝)、月末整理休館：31日(火）
 イベント案内 
　☆こぐまちゃんくらぶ（わらべうた遊びの会　対象：乳幼児と家族の方）
　　会　場：大東図書館多目的室
　　開催日：２日（月）、９日（月）10:30～（30分程度）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

加茂図書館� ☎0854-49-8739　開館時間：10:00～18:00
 ７月の休館日  
　毎週木曜日、16日(月・祝)、月末整理休館：31日(火)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
その他の図書館イベント案内は25ページのＰＲコーナーまたはチラシをご覧ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
新着の本（抄）市内図書館どこでも借りることができます。貸出中の場合は予約（取

り寄せ含む）ができます。各館へ問い合わせください。

▼『おかんメール』制
せい

作
さく

委
い

員
いん

会
かい

「おかんメールリターンズ」▼堀
ほり

江
え

貴
たか

文
ふみ

・落
おち

合
あい

陽
よう

一
いち

「10年後の仕事図鑑　新たに始まる世界で、君
はどう生きるか」▼オーサ・イェークストロム「北欧女子オーサ
が見つけた日本の不思議」▼坪

つぼ
井
い

正
まさ

博
ひろ

 監修「最新肺がん治療　“納
得して自分で決める”ための完全ガイド」▼須

す
田
だ

桃
もも

子
こ

「合
ごう

成
せい

生
せい

物
ぶつ

学
がく

の衝撃」▼ハーバリウム普
ふ

及
きゅう

推
すい

進
しん

委
い

員
いん

会
かい

「煌
きら

めくハーバリウム　
キラキラ輝く美しい花の標本」▼伊

い
藤
とう

まさこ「本日晴天お片づけ」
▼みんなの日

にっ
記
き

編
へん

集
しゅう

部
ぶ

「みんなの子どものいる暮らし日記　がん
ばりすぎない家事と、家時間のすごし方。」▼石

いし
井
い

里
り

津
つ

子
こ

「千年の
田んぼ　国境の島に、古代の謎を追いかけて」▼小

こ
林
ばやし

照
てる

幸
ゆき

「車い
す犬ラッキー　捨てられた命と生きる」▼『淡

たん
交
こう

』編集部「松
まつ

平
だいら

不
ふ

昧
まい

　茶の湯を極めた松江の名君」▼木
き

皿
ざら

 泉
いずみ

「さざなみのよる」
▼今

こん
野
の

 敏
びん

「カットバック 警視庁ＦＣ②」▼築
つき

山
やま

 桂
けい

「近松よろず
始
し

末
まつ

処
どころ

」▼天
てん

童
どう

荒
あら

太
た

「ペインレス 上・下」▼羽
は

田
だ

圭
けい

介
すけ

「５時過ぎ
ランチ」▼廣

ひろ
嶋
しま

玲
れい

子
こ

「青の王」▼宮
みや

部
べ

みゆき「あやかし草紙　三
み

島
しま

屋
や

変
へん

調
ちょう

百
ひゃく

物
もの

語
がたり

伍
ご

之
の

続
つづき

」▼柚
ゆず

木
き

麻
あさ

子
こ

「デートクレンジング」▼
佐
さ

々
さ

木
き

俊
とし

和
かず

 写真「―鳥取県― 大山絶景」▼山
やま

口
ぐち

恵
え

以
い

子
こ

「食堂メッ
シタ」▼誉

ほん
田
だ

哲
てつ

也
や

「あの夏、二人のルカ」▼堂
どう

場
ば

瞬
しゅん

一
いち

「砂の家」
▼小

お
野
の

寺
でら

史
ふみ

宜
のり

「ひと」▼米
よね

澤
ざわ

よう子
こ

「フランス流捨てない片づけ」
▼サチ「50点家事」

※育児相談、離乳食教室についてはP34をご覧ください。

吉 

田
社協子育てサロン（あいあいクラブ・掛合子育て支援センター）
吉田健康福祉センター リトミック教室♪ 18日㈬   9:30～11:30
問い合わせ先 

▲

雲南市社会福祉協議会吉田支所 ☎74-0078
　　　　　　 

▲

掛合子育て支援センター 080-2909-4713

木
　次

支援センター

木次子育て支援
センター

リフレッシュ講座（骨盤矯正）（要予約）  ２日㈪ 13:30～
アロマ虫よけスプレー作り（要予約）  ３日㈫ 10:00～
じんわりあったかお灸時間（要予約）  ６日㈮ 10:00～
整体セルフケア（要予約）  ９日㈪ 10:00～
ミュージックケア　年齢不問（要予約） 11日㈬ 10:00～
７・８月誕生会（誕生児予約）＆七夕会（要予約） 18日㈬ 10:00～
リフレッシュ講座（整体）（要予約） 23日㈪   9:30～

教室・相談
木次子育て支援

センター
ベビーマッサージ（３～７ヵ月）（要予約） 17日㈫ 10:00～
離乳食教室（５～８ヵ月）（要予約） 25日㈬ 10:30～

問い合わせ先 

▲

木次子育て支援センター ☎42-2030

加
　茂

支援センター

加茂子育て支援
センター

お茶会  ３日㈫ 10:00～
たんぽぽひろば

（怪我の対応などの話・日赤）  ４日㈬ 10:00～（１時間程度）

たまごクラブ（妊婦サロン） 10日㈫ 10:00～（１時間程度）
たんぽぽひろば（誕生会） 11日㈬ 10:00～（１時間程度）

教室・相談

加茂子育て支援
センター

もぐもぐ教室（５～６ヵ月児対象離乳食教室）（要予約）  ５日㈭ 10:00～11:30
もぐもぐ教室（７～８ヵ月児対象離乳食教室）（要予約） 12日㈭ 10:00～11:30
もぐもぐ教室（９～11ヵ月児対象離乳食教室）（要予約） 19日㈭ 10:00～11:30

問い合わせ先 

▲

加茂子育て支援センター ☎49-8355

大
　東

教室・相談

大東子育て
支援センター

（あおぞら保育園内）

子育て教室
「みんなで水遊び」（要予約）  ４日㈬   9:30～11:30
赤ちゃん教室

「水遊びバシャバシャ・
離乳食試食」（要予約）

11日㈬   9:30～11:30

子育て相談 13日㈮、27日㈮ 10:00～16:00
子育てサロン
木馬（おおぎ） 毎週火・木曜日   9:30～12:00
ぽかぽかひろば（幡屋交流センター）  ２日㈪   9:30～11:30
よちよち（元久野幼稚園）  ７日㈯   9:30～11:30
ぽっぽ（佐世交流センター） 12日㈭   9:30～11:30
うしお（海潮交流センター） 13日㈮   9:30～11:30
その他
おおぎっこサークル

（大東地域交流センター）「たなばた会」  ５日㈭   9:30～11:30
人形劇団ののはな公演

（あおそら保育園） 「ともだちげきじょう」  ６日㈮ 10:00開演
問い合わせ先 

▲

あおぞら保育園（大東子育て支援センター） ☎43-9500
　　　　　　 

▲

地域福祉センターおおぎ ☎43-5610

園（
所
）開
放
日

大�

東

西 こ ど も 園  ４日㈬ 9:30～11:00
大 東 こ ど も 園  ６日㈮ 9:00～10:30 七夕誕生会
大 東 保 育 園 毎週水曜日 9:00～14:00

試食予約：前日16:00まで
か も め 保 育 園 第１，２，３金曜日 9:00～12:00

試食予約：前日16:00まで
あ お ぞ ら 保 育 園 毎日　試食は金曜のみ 試食予約：当日9:00まで

加
茂

加 茂 こ ど も 園 13日㈮（要予約：〆切10日㈫) 9:30～12:00（予約人数：先着10人）
た ち ば ら 保 育 園 月曜日～金曜日（平日) 10:00～（１時間程度）
み な み か も 保 育 園 月曜日～金曜日 9:00～12:00

試食予約：前日16:00まで
木
次木 次 こ ど も 園 土曜日午後・日曜日

（行事のあるときは除く） 開放は園庭のみ

三
刀
屋

鍋 山 幼 稚 園 17日（火） 9:00～11:00
三 刀 屋 こ ど も 園 10日（火） 9:00～10:30
三 刀 屋 保 育 所 11日（水） 10:00～（１時間程度)

吉
田

吉 田 保 育 所 19日㈭ 9:30～11:30
田 井 保 育 所 19日㈭ 9:30～11:30

掛
合夢の子園 保育所開放日 11日㈬、18日㈬ 9:00～11:00

昼食試食会 18日㈬（要予約：〆切11日㈬） 11:00～12:00
問い合わせ先 ▶子ども政策課 ☎0854-40-1044

三
刀
屋

支援センター　

三刀屋子育て支援
センター プール遊び

17日㈫ 10:00～11:00
対象：0歳児から
準備：水遊び用紙パンツ

18日㈬
19日㈭

問い合わせ先 

▲

三刀屋子育て支援センター ☎45-9500

掛
　合

支援センター (分室：掛合体育館)
好老センター 七夕誕生会（要予約：〆切６月29日㈮）  ５日㈭   9:30～11:00

分室 避難訓練（地震） 12日㈭   9:30～11:00
お話の日 13日㈮ 10:30～11:00

問い合わせ先 

▲

掛合子育て支援センター 080-2909-4713

子育て支援センター
 などのスケジュール
子育て支援センター
 などのスケジュール

月7 図書館だより
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◆育児相談
掛合子育て支援センター  ４日㈬

9:30 ～
三刀屋子育て支援センター  ９日㈪
木次子育て支援センター 20日㈮
加茂子育て支援センター 23日㈪
大東健康福祉センター 24日㈫
◆妊婦サロン
大東健康福祉センター 24日㈫ 10:00～
◆離乳食教室
木次健康福祉センター 31日㈫ 9:30～

◆乳がん検診（要予約） 受付時間

三刀屋総合センター  ５日㈭   9:00～12:00
13:30～16:00

木次総合センター 27日㈮   9:00～12:00
13:30～16:00

◆胃がん検診（要予約） 受付時間

大東健康福祉センター ２日㈪、３日㈫
４日㈬、６日㈮

  8:30～11:00
13:00～14:30

◆結核・肺がん検診
木次町 12日㈭、18日㈬
三刀屋町 18日㈬
吉田町 12日㈭、19日㈭
◆セットがん検診（要予約）
◎平日がん検診
　（乳がん・子宮頸がん検診） 受付時間

雲南市役所 13日㈮   8:45～11:30
13:15～15:30

◆集団特定健康診査（要予約）
　対象：雲南市国民健康保険加入者の方 受付時間

大東健康福祉センター  ３日㈫
 ６日㈮

  9:00～10:30
13:00～14:00

◆集団健康診査（要予約）
　対象：後期高齢者医療保険等 加入者の方 受付時間

大東健康福祉センター  ２日㈪
 ４日㈬

  9:00～10:30
13:00～14:00

◆スピード特定健康診査（要予約）
　対象：雲南市国民健康保険加入者の方 受付時間

三刀屋文化体育館アスパル 21日㈯   9:00～10:30
13:00～14:00

◆乳幼児健診

乳児健診
大東・加茂地区の方 大東健康福祉センター 12日㈭ 13:00～（４ヵ月児）

13:30～（10ヵ月児）

木次・三刀屋・吉田・
掛合地区の方 木次健康福祉センター  ５日㈭ 13:00～（４ヵ月児）

13:30～（10ヵ月児）

幼児健診
大東・加茂地区の方 加茂健康福祉センター 11日㈬ 13:00～（３歳児）

木次・三刀屋・吉田・
掛合地区の方 木次健康福祉センター 26日㈭ 13:00～（１歳６ヵ月児）

◆その他相談
認知症の人と家族の会サロン「色えんぴつ」 雲南保健所  ５日㈭ 10:00 ～ 14:00【問】地域包括支援センター　☎ 40-1043
若者の就労支援事業・フリースペース 三刀屋健康福祉センター  ５日㈭ 14:00 ～ 16:00【問】長寿障がい福祉課　☎ 40-1042
こころの健康＆もの忘れ相談 11日㈬ 13:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9642
就業相談会（移動ナースバンク） ハローワーク雲南 11日㈬ 13:00 ～ 16:00【問】雲南公共職業安定所　☎ 42-0751
雲南サロン「陽だまり」 12日㈭

26日㈭ 10:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9638
交通事故巡回相談 出雲市役所 19日㈭   9:00 ～ 15:00【問】交通事故相談所　☎ 0852-22-5102
オレンジカフェうんなん 雲南市役所 19日㈭ 10:00 ～ 11:45

参加料　300円【問】地域包括支援センター　☎ 40-1043
難病サロン「ひまわり」 20日㈮ 13:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9638
アルコールによる困りごと相談 23日㈪ 13:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9642
難病サロン しまね難病相談支援センター 26日㈭ 13:30 ～ 15:30【問】しまね難病相談支援センター　☎ 0853-24-8510

７月の健診・教室など　� 【問】健康推進課　☎40-1045

町　名 実施日 時　間 会　場　名

木 次 町  ３日㈫   9:30～13:00 雲南市役所 本庁舎14:30～17:00
 ７日㈯ 15:00～16:30 グッディー木次店

加 茂 町  ７日㈯   9:00～13:00 加茂文化ホール・ラメール

献血� 【問】市民生活課　☎ 40-1031

◆結婚を希望する独身男女のための結婚相談
結婚相談サロン 雲南市役所 3F 相談室 ４、11、18、25日㈬ 10:00 ～ 15:00

Aコープきすき店2F 28日㈯ 10:00 ～ 13:00

　【問】うんなん暮らし推進課　☎40-1014

◆おんせんキャンパスの活動や子育ての悩み、心配ごとについての相談会

個別相談会 おんせんキャンパス
（旧温泉小学校） 28日㈯

①   9:00 ～　　② 10:00 ～
③ 11:00 ～　　④ 12:00 ～
　(要予約・一人45分間)

【問】教育支援センター　☎48-0007

※内容、場所、日時の順に記載。
　市外局番は記載のないものは
　いずれも 0854 です。 

◆断酒会
加茂健康福祉センター  ２日㈪

19:00～21:00

吉田ふるさとセンター  ５日㈭
大東地域交流センター 10日㈫
下熊谷交流センター 16日㈪
掛合まめなかセンター 18日㈬
三刀屋健康福祉センター 31日㈫

「清水宏の世界を笑わせろ ロシア編」in島根雲南
～ロシアよりホワィをこめて～

 と　き 	７月８日（日）18:30開場 19:00開演
	 ※終演後にアフタートークがあります。

 ところ 	 木次経済文化会館チェリヴァホール（２Ｆホール）

 入場料 	 一般2,500円（当日3,000円）、高校生以下
1,000円（当日1,500円）

※未就学児入場不可

 【問】チェリヴァホール　☎0854-42-1155

◎今月の表紙　～大
おお

貫
ぬき

 健
けん

（株式会社 キラキラ雲南）～
　３歳から水泳を始める。大学時代には日本選手権やF

フ ィ ナ

INA（国際水
泳連盟）競泳ワールドカップに出場。本年４月より加茂Ｂ＆Ｇ海洋セ
ンター水泳指導員として勤務。
　これまでの競技経験と指導経験を活かし、市民の皆さんに健康のサ
ポートやプール教室で指導を行います。
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市では、新たな収入確保対策として、有料広告を掲載しています。掲載されている広告の内容などへの問い合わせは、直接広告主へお願いします。
このページへの広告掲載希望の方は、広告代理店 株式会社ホープ（☎092-716-1401）へ問い合わせください。なお、広告内容は市が推奨するものではありません。

広 告 枠
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人　口･･ 38,829人（－53人）

世帯数･･ 13,809世帯（－2世帯）
平成 30 年 6 月 1 日現在（先月比）

女　性･･ 20,142人（－20人）

男　性･･ 18,687人（－33人）

I N F O R M A T I O N

この印刷物は環境に
配慮し、大豆油にか
わり米ぬか油を使用
したライスインキで
印刷しています。

きすき夏まつり�
 と　き  ７月20日（金）
 ところ  木次町商店街、斐伊川河川敷など
� 18:00�～　歩行者天国
� 20:00�～　打上げ花火
神楽上演など各種イベントを開催します。
　　【問】きすき夏祭り実行委員会
 （雲南市商工会木次支所内）☎0854-42-1025

三刀屋天満宮夏祭り�
 と　き  ７月25日（水）19:00 ～
 ところ  三刀屋町商店街
お神

み

輿
こし

渡
と

御
ぎょ

、子ども神輿、花火大会など
　　　　【問】三刀屋総合センター自治振興課
 ☎0854-45-2111

お仕事体験イベント
「うん？なに屋？」�
「うん？なに屋？」は、子どもがさまざまな「お仕事」

に挑戦することができるイベントです。当日は、軽
トラック市「まめなカー市」や雲南市の特産を使っ
た地産地食ブースもあります。
 と　き  ７月８日（日）10:00 ～ 15:00
 ところ  三刀屋文化体育館アスパル
　　　　　　【問】うん？なに屋？実行委員会
 （商工振興課内）☎0854-40-1052

アーティスト・イン・レジデンス

P
プラント

lant�M
エム

�No.14�雲南公演「凛
りん

然
ぜん

グッドバイ」
　作・演出：樋

ひ

口
ぐち

ミユさん
 と　き  ７月28日（土）19:00
� ７月29日（日）13:00/17:00� ※３回公演
 ところ  木次経済文化会館チェリヴァホール（２Ｆホール）
 入場料  【全席自由】前売2,500円、当日3,000円、

高校生以下500円（前売当日とも）

 【問】チェリヴァホール　☎0854-42-1155
チェリヴァシアターライブ三刀屋高校演劇部

「華の大江戸見聞録」�
　作：ロブさん　演出：加

か

藤
とう

勇
ゆう

太
た

さん
 と　き  ７月14日（土）18:00
� 　　 15日（日）11:00、15:00
 入場料  一律前売500円（当日600円）

 【問】チェリヴァホール　☎0854-42-1155

二十三夜祭�
 と　き  ７月23日（月）18:30 ～
 ところ  加茂町連担地内
雲南一の花火大会！今年も８号玉を含めた2,000発
をドッカ～ンと打ち上げます。☆神輿・左

さ

義
ぎ

長
ちょう

行列、
花火からのブルームーンLIVEで最高潮！ビアガーデ
ンも盛り上がります！
　　【問】二十三夜祭実行委員会
 （雲南市商工会加茂支所内）☎0854-49-7227

弥生ブロンズネットワーク　
クイズスタンプラリー�
 と　き  ７月14日（土）～９月２日（日）
 ところ  加茂岩倉遺跡ガイダンス、荒神谷博物館（出

雲市）、出雲弥生の森博物館（出雲市）、古代出
雲歴史博物館（出雲市）

 参加料  無料
上記施設でクイズを解いて、４施設のうち２施設の
スタンプを集めたら、その場で「オリジナルキーホ
ルダー」と“勇者の逸品”が抽選で当たる応募券が
もらえます！何が当たるかは、お楽しみ♪
※参加台紙（チラシ）は各施設に設置してあります。

 　　　　【問】文化財課　☎0854-40-1104

リンパコンディショニング教室�
 と　き  ７月16日（月・祝）14:00 ～ 15:00
 ところ  サンワーク木次�多目的ルーム
 内　容  マッサージと体操でリンパの流れを促進
 定　員  10人（要申込）

 参加料  1,500円（ミニオイル付き）

 持ち物  バスタオル、フェイスタオル
 【問】サンワーク木次　☎0854-42-9090

第24回�雲南バンドフェスティバル�
　出演：雲南市・奥出雲町・飯南町 中高校吹奏楽部
 と　き  ７月16日（月・祝）12:30開場�13:00開演
 ところ  加茂文化ホール�ラメール（大ホール）
 入場料  【全席自由・前売】一般1,000円、高校生

以下500円（当日各200円増）

 【問】ラメール　☎0854-49-8500


